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０
２
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静岡県健康福祉部参事（社会福祉施設指導担当）

小池　美也子

計
画
期
間
と
す
る
、
第
10
次
静
岡
県
長
寿
社
会
保
健
福
祉
計
画
「
ふ

じ
の
く
に
長
寿
社
会
安
心
プ
ラ
ン
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

計
画
の
下
、「
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」「
健

康
づ
く
り
と
介
護
予
防
・
重
度
化
防
止
の
推
進
」「
認
知
症
と
と
も

に
暮
ら
す
地
域
づ
く
り
」「
在
宅
生
活
を
支
え
る
医
療
・
介
護
の
一

体
的
な
提
供
」「
自
立
と
尊
厳
を
守
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」「
地

域
包
括
ケ
ア
を
支
え
る
人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着
」
な
ど
６
つ
の

柱
を
立
て
施
策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

計
画
に
お
い
て
、
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
在
宅
復
帰
・
在
宅
療

養
支
援
の
機
能
を
担
っ
て
お
り
、
退
院
後
在
宅
に
戻
る
た
め
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
状
態
が
悪
化
し
た
要
介
護
者
等
へ
の
集
中
的
な

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
適
時
適
切
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
提
供
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
更
な
る
質
の
向

上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

貴
会
及
び
貴
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
う
し
た
期

待
に
応
え
、
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
え
る
地
域
の
拠
点
と
し
て
、

今
後
ま
す
ま
す
御
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

日
頃
、
貴
会
及
び
貴
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
本
県
の
高
齢
者
保
健

福
祉
の
推
進
に
御
尽
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
令
和
６
年
度
の
介
護
報
酬
の
改
定
等
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
人
口
構
造
や
社
会
経
済
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
」「
自
立
支
援
・
重
度
化

防
止
に
向
け
た
対
応
」「
良
質
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
的
な
提
供

に
向
け
た
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
」「
制
度
の
安
定
性
・
持
続
可

能
性
の
確
保
」
の
４
つ
を
柱
と
し
て
各
種
改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
今
回
の
改
定
に
お
い
て
は
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

深
化
・
推
進
」
と
し
て
、
協
力
医
療
機
関
と
の
連
携
体
制
構
築
の
推

進
や
、
感
染
症
や
災
害
へ
の
対
応
力
向
上
、
高
齢
者
虐
待
の
防
止
の

推
進
な
ど
幅
広
い
項
目
で
改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
感
染
症
や
災
害

へ
の
対
応
力
向
上
や
、
高
齢
者
虐
待
の
防
止
の
推
進
に
関
し
て
は
、

新
た
に
減
算
の
仕
組
み
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
改
定
が
事
業
者
の
方
々
に
正

し
く
理
解
さ
れ
、
運
用
が
さ
れ
ま
す
よ
う
に
、
運
営
指
導
や
集
団
指

導
な
ど
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
参
り
ま

す
。ま

た
、
県
に
お
い
て
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
を

ご
挨
拶

す
。
言
う
ま
で
も
な
く
外
国
人
人
材
、
元
気
高
齢
者
は
各
業
種
が
必

要
と
し
て
い
ま
す
の
で
。
風
間
雅
江
ら
は「
人
間
福
祉
研
究
」
で
高

齢
者
介
護
施
設
に
勤
務
す
る
職
員
の
主
観
的
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ

の
研
究
結
果
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
主
観
的
ウ
ェ

ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
に
資
す
る
要
因
と
し
て
以
下
が
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
⑴
利
用
者
か
ら
介
護
職
員
に
向
け
ら
れ
る
言
動

⇩「
利

用
者
の
笑
顔
」「
利
用
者
、
家
族
か
ら
の
感
謝
・
信
頼
」、
⑵
職
員
間

の
サ
ポ
ー
ト

⇩「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」、「
上
司
へ
の
相
談
」「
職
員
の
笑

顔
」、
⑶
自
己
研
鑽
や
向
学
心

⇩「
研
修
参
加
」「
実
習
の
指
導
」。「
買

い
手
」と
し
て
は
、
利
用
者
の
方
々
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境

づ
く
り
や
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
、
家
族
の
方
々
が
適
切
な
情
報
や
支
援

を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
の
整
備
も
不
可
欠
で
す
。「
社
会
貢
献
」
に

つ
い
て
は
、
元
々
、
老
健
施
設
は
地
域
貢
献
を
求
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
を
継
続
す
る
と
共
に
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化・

推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

最
後
に
、
静
岡
県
老
人
保
険
施
設
協
会
機
関
誌
の
今
号
を
通
じ
て
、

さ
ら
な
る
情
報
交
換
や
連
携
強
化
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

本
報
酬
の
改
定
率
が
高
く
な
る
、
よ
り
メ
リ
ハ
リ
が
つ
い
た
配
分
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
施
設
類
型
が
高
い
ほ
ど
赤
字
施
設
が
多
い

と
い
う
実
態
に
対
処
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
改
定
の
度
に
、そ
れ
に
対
応
す
べ
く
大お
お
わ
ら
わ童に

な
り
ま
す
。

し
か
し
、老
健
施
設
は
基
本
的
に
は
利
用
者
と
そ
の
家
族
の
ウ
ェ
ル・

ビ
ー
イ
ン
グ（W

ell-being

）
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
こ
と
は
論
を

待
ち
ま
せ
ん
。
僕
は
出
張
や
旅
行
の
際
に
読
み
易
い
文
庫
本
を
持
っ

て
行
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
先
日
は
池
井
戸
潤
氏
の
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
色
の
強
い「
七
つ
の
会
議
」
を
読
み
ま
し
た
が
、
作
者
は

こ
の
よ
う
な
作
品
に
も
哲
学
を
そ
っ
と
忍
び
込
ま
せ
て
い
る
の
で
感

心
し
ま
し
た
。
零
細
企
業
の
社
長
に
次
の
よ
う
に
語
ら
せ
て
い
る
の

で
す
。「
仕
事
っ
ち
ゅ
う
の
は
、
金
儲
け
じ
ゃ
な
い
。
人
の
助
け
に

な
る
こ
と
じ
ゃ
。
人
が
喜
ぶ
顔
見
る
の
は
楽
し
い
も
ん
じ
ゃ
け
。
そ

う
す
り
ゃ
あ
、
金
は
後
か
ら
つ
い
て
く
る
。
客
を
大
事
に
せ
ん
商
売

は
滅
び
る
」、
如
何
で
す
か
、
こ
れ
は
周
知
の
と
お
り
、
近
江
商
人

の
商
売
の
哲
学
で
あ
る「
三
方
よ
し
」
に
繋
が
る
考
え
方
で
す
。
三

方
よ
し
と
は「
売
り
手
」と「
買
い
手
」が
満
足
す
る（
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー

イ
ン
グ
）の
み
な
ら
ず
、
社
会
貢
献
が
で
き
る
の
が
良
い
商
売
だ
と

い
う
意
味
で
す
。
経
営
の
神
様
と
言
わ
れ
た
松
下
幸
之
助
も
こ
れ
を

重
要
視
し
て
い
ま
し
た
。
も
と
よ
り
、
私
達
の
老
健
施
設
は
商
売
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
飽
く
な
き
利
益
追
求
型
業
種
で
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
仕
組
み
的
に
も
そ
れ
は
不
可
能
で
す
。
し
か
し
、
施
設
運
営

に
関
す
る
考
え
方
は
大
い
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。「
売

り
手
」と
し
て
は
介
護
報
酬
の
趣
旨
を
し
っ
か
り
理
解
し
健
全
経
営

を
行
う
こ
と
は
論
を
待
ち
ま
せ
ん
。
問
題
な
の
は
昨
今
の
介
護
専
門

職
の
人
材
不
足
で
す
。
介
護
報
酬
改
定
で
も「
介
護
人
材
の
確
保
と

介
護
現
場
の
生
産
性
の
向
上
」が
議
論
に
あ
が
り
ま
し
た
。
外
国
人

人
材
、
元
気
高
齢
者
の
登
用
や
D
X
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
も
必
要
で

す
が
、
最
も
大
事
な
こ
と
は
介
護
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で

平
素
よ
り
、
静
岡
県
老
人
保
健
施
設
協
会
会
員
の
皆
様
に
は
協
会

の
運
営
に
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
1
月
１
日
16
時
10
分
頃
、
石
川
県
能
登
地
方
に
て
最

大
震
度
7
の
巨
大
地
震
が
発
生
し
、
令
和
6
年
は
波
乱
の
幕
開
け
と

な
り
ま
し
た
。
全
老
健
災
害
相
互
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(D
M
S
P
)

で
は
い
ち
早
く
、
1
月
2
日
に
石
川
県
、
富
山
県
、
新
潟
県
、
福
井

県
の
会
員
施
設
の
被
害
状
況
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。
施
設
、
イ
ン

フ
ラ
の
被
害
は
あ
っ
た
も
の
の
、
大
き
な
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
と

聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。
D
M
S
P
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
A（
要
介
護

高
齢
者
の
受
け
入
れ
）、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
B（
介
護
職
員
の
派
遣
）、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
C（
支
援
物
資
）
を
立
ち
上
げ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
A

と
C
は
主
に
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
に
依
頼
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
B
は
厚

労
省
の
事
務
連
絡
を
受
け
て
全
国
の
会
員
施
設
に
依
頼
し
ま
し
た
。

そ
の
際
に
は
、
静
岡
県
の
会
員
施
設
か
ら
も
多
く
の
登
録
を
い
た
だ

き
、
特
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
C
で
は
現
在
、
支
援
物
資
が
充
足
し
て
い

る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
未
だ
全
面
復
旧
に
は
程
遠
い
現
状
で
す
が
、

皆
様
方
の
ご
支
援
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
6
年
度
は
所
謂
ト
リ
プ
ル
改
定
が
行
わ
れ
ま
す
。
介
護
報
酬

は
全
体
的
に
１
・
59
％
、
更
に
処
遇
改
善
加
算
の
一
本
化
や
光
熱
費

の
高
騰
対
策
を
含
め
た
実
質
改
定
率
は
２・04
％
に
決
定
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
改
定
に
次
ぐ
過
去
2
番
目
に
高
い
改
定
率
と
な
り
ま
し

た
。こ
れ
は
平
成
5
年
度
介
護
事
業
経
営
実
態
調
査
に
て
、施
設
サ
ー

ビ
ス
が
初
の
マ
イ
ナ
ス（
１
・
1
％
）
を
示
し
た
こ
と
に
起
因
し
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
改
定
に
関
し
て
は
、
現
在（
3
月
）
盛

ん
に
説
明
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
そ
ち
ら
に
譲
り
ま

す
が
、国
が
勧
め
て
い
る「
医
療
と
介
護
の
連
携
」に
関
連
し
て
、「
老

健
施
設
と
協
力
医
療
機
関
の
連
携
」が
更
に
密
に
な
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
感
染
症
対
策
も
含
め
ら
れ
ま
す
。
又
、

施
設
類
型
の
基
本
報
酬
は「
超
強
化
型
」
等
の
類
型
が
高
い
ほ
ど
基

静岡県老人保健施設協会　会長

小出　幸夫

ご
挨
拶
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【
目
的
】	左
片
麻
痺
を
呈
し
た
利
用
者

に
対
し
て
、
左
足
関
節
背
屈
機
能
向

上
を
目
的
と
し
、
ミ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー

を
実
施
。

【
方
法
】	ベ
ッ
ド
上
に
て
利
用
者
に
端

座
位
に
な
り
、
右
下
肢
が
鏡
に
映
り

左
下
肢
が
視
界
か
ら
隠
れ
る
よ
う
に

両
下
肢
の
間
に
姿
勢
矯
正
鏡
を
設
置

し
、
各
運
動
を
実
施
。

【
結
果
】	B
R
S
の
優
位
な
変
化
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
が
、
足
趾
伸
展
運
動

が
確
認
さ
れ
た
。

【
考
察
】	運
動
イ
メ
ー
ジ
や
歩
行
に
対

す
る
意
欲
向
上
が
見
ら
れ
た
為
、
今

後
機
能
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
ら
れ
る
。

通
所
リ
ハ
ビ
リ
を
利
用
し
て
頂
い
て

い
る
家
族
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
、
そ
の
結
果
が
得
ら
れ
た
の
で

報
告
す
る
。
通
所
リ
ハ
ビ
リ
利
用
者

に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布

し
、
家
族
か
ら
の
回
答
を
記
入
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
家
族

の
意
識
の
違
い
や
精
神
状
態
を
推
察

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
当
通
所
施
設

に
お
い
て
は
、
リ
ハ
ビ
リ
職
は
家
族

と
直
接
接
す
る
機
会
が
少
な
い
。
そ

の
た
め
、
自
ら
存
在
価
値
を
高
め
て

い
く
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

通所リハビリ利用者の家族に対するアンケートの実施

介護老人保健施設 白脇ケアセンター
作業療法士　岩品　京太郎

リハビリ職員の存在価値の向上を目指して
脳腫瘍患者の症例

介護老人保健施設 みしゅくケアセンターわか葉
理学療法士　太田　絢也

足関節背屈麻痺に対するミラーセラピー

当
施
設
は
令
和
3
年
1
月
に
在
宅
強

化
型
に
移
行
し
て
い
る
。
加
算
型
か

ら
在
宅
強
化
型
へ
移
行
に
取
り
組
ん

だ
時
期
の
指
標
や
入
所
退
所
の
経
路

等
に
つ
い
て
デ
ー
タ
の
比
較
・
分
析

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
在
宅
復
帰

後
の
再
入
所
が
増
え
、
病
院
か
ら
の

入
所
者
の
在
宅
復
帰
率
が
上
昇
し
て

い
た
。
病
院
か
ら
入
所
し
て
自
宅
退

所
を
し
た
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
、
退
所
後
も
再
入
所
で
き
る
と

い
う
案
内
が
在
宅
復
帰
を
後
押
し
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

今
回
在
宅
復
帰
を
目
指
す
事
例
の
目

標
に
曖
昧
さ
が
生
じ
た
。
そ
の
た
め

C
O
P
M
に
よ
る
ニ
ー
ド
の
聴
取

と
G
A
S
に
よ
る
段
階
的
な
目
標

共
有
を
本
人
・
他
職
種
・
家
族
に
対

し
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
A
D
L

能
力
が
向
上
し
在
宅
復
帰
に
繋
が
り

C
O
P
M
で
有
意
な
変
化
が
見
ら
れ

た
。
ま
た
他
職
種
・
家
族
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
よ
り
様
々
な
意
義
と
課

題
が
見
ら
れ
た
。
G
A
S
に
よ
る
目

標
共
有
を
他
職
種
・
家
族
に
向
け
て

行
っ
た
こ
と
で
、
他
職
種
の
協
働
が

促
進
す
る
と
考
え
た
た
め
報
告
す
る
。

本人・家族・多職種と効果的な目標共有による在宅復帰

医療法人社団白梅会　白梅ケアホーム
作業療法士　阿部　滉平

目標設定スケール GASを使用して
在宅復帰をナビゲート

介護老人保健施設　富士中央ケアセンター
支援相談員　金澤　公美

またおいで！から始まる入所支援

当
事
業
所
は
L
I
F
E
導
入
に
伴

い
、
各
種
加
算
を
算
定
し
て
い
る
。

2
0
2
3
年
4
月
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
結
果
を
受
け
て
実
情
と
異
な
る
事

が
判
明
し
、
反
省
を
踏
ま
え
て
改
め

て
裏
付
け
と
な
る
デ
ー
タ
が
し
っ
か

り
管
理
で
き
る
よ
う
に
体
制
を
強
化

し
た
取
り
組
み
を
こ
こ
に
報
告
す
る
。

適
切
な
口
腔
ケ
ア
を
定
着
す
る
た
め

業
務
改
善
を
行
な
っ
た
結
果
を
報
告

す
る
。
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
・
口
腔
ケ

ア
勉
強
会
の
開
催
・
日
々
の
レ
ク
活

動
に
て
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
・
な
ど

を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
口
腔
ケ

ア
に
対
す
る
職
員
の
意
識
が
変
化
し

利
用
者
の
咀
嚼
嚥
下
機
能
、
口
腔
ケ

ア
自
立
度
な
ど
が
向
上
し
た
。
職
員

の
意
識
改
善
に
よ
り
適
切
な
ケ
ア
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
・
利
用
者
の
Q
O
L

向
上
に
繋
が
っ
た
と
考
え
る
。

適切な口腔ケアの先にあるもの

介護老人保健施設　静岡徳州苑
介護福祉士　山村　由美恵

当事業所における科学的介護の取り組み

介護老人保健施設　静岡徳州苑
事務職　佐塚　由佳

LIFE導入からフィードバック反映まで

第 34 回 

全国介護老人保健施設大会 宮城
地域共生社会の復権と老健 ーデジタル化時代の絆ー

2023 年 11 月 21 日火 - 22 日水
会場

大会会長 小林 誠一
公益社団法人全国老人保健施設協会　宮城県支部長

仙台国際センター

静岡県内施設の発表

第 1 会場(メイン)　会議棟 「大ホール」 第 2 会場 会議棟 2 階 「橘」

1
日
目

	 9:30	~	10:40  開会式・表彰式 13:00	~	14:00 	 教育講演I 「高齢者と音楽療法」
	11:00	~	12:00  特別講演

14:20	~	15:20  
	 教育講演II
	「認知症のケアの変遷とこれからのケア
	 ~現場の介護職に知ってほしいこと~」	13:00	~	14:30  シンポジウム 1

 「令和 6 年度介護・医療同時改定の視点と介護 DX」
	15:00	~	16:00  宮城特別企画「覚悟ありて道は拓かれる」 

15:40	~	16:40 	 オンライン招待講演
	「医療とAI、そして脳」 	16:10	~	16:40  施設内転倒への対応

 「 私たちは施設内の転倒にどう対応したらいいのか」

第 1 会場(メイン )　会議棟 「大ホール」 第 2 会場 会議棟 2 階 「橘」

２
日
目

	 9:00	~	10:20  シンポジウム 2 
 「人材確保対策の現状と今後への期待」

13:00	~	14:00
	 一般講演
	「認知症である本人が自分で決める
	 支援」

	10:40	~	12:00  シンポジウム 3
 「ICT の利用促進は現場の変革をもたらすか」

	14:00	~	15:00  トークショー

	15:00	~	15:30  閉会式

プログラム
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当
施
設
が
あ
る
地
区
で
は
1
時
間
あ

た
り
の
降
水
量
が
20
ミ
リ
を
超
え
る

大
雨
が
降
っ
た
と
き
な
ど
周
辺
の
道

路
・
駐
車
場
が
冠
水
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
。
以
前
は
冠
水
の
危
険
が

あ
る
と
き
は
土
の
う
を
玄
関
前
に
設

置
す
る
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
た

が
、
大
気
の
状
態
が
不
安
定
な
と
き

や
局
地
的
大
雨
の
時
な
ど
は
、
早
期

に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ

れ
も
あ
り
、
被
害
軽
減
の
た
め
の
対

策
を
静
岡
県
の
浸
水
対
策
の
補
助
金

な
ど
を
活
用
し
て
い
っ
た
。

当
施
設
は
、
1
0
0
床
で
あ
る
。
令

和
3
年
度
の
転
倒
転
落
は
47
件
あ

り
、
そ
の
内
、
骨
折
は
9
件
で
あ
っ

た
。
骨
折
に
よ
る
入
院
と
手
術
に
よ

り
、
認
知
機
能
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
低
下
し

た
。
そ
こ
で
転
倒
転
落
高
リ
ス
ク
利

用
者
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
多
職
種

と
リ
ス
ク
予
防
策
を
検
討
し
、
あ
わ

せ
て
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
質
向
上
の
取
り
組
み

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
令
和
4
年

度
の
転
倒
転
落
件
数
は
93
件
、
そ
の

内
、
骨
折
は
4
件
で
あ
り
取
り
組
み

の
成
果
が
見
ら
れ
た
の
で
報
告
す
る
。

転倒転落による減災にむけて

介護老人保健施設　まんさくの里
介護福祉士　高野　衣美

ＱＯＬの質向上と共に
どうする浸水・冠水

介護老人保健施設　入野ケアセンター
事務職　堀野　大輔

最
近
3
年
半
の
間
に
経
験
し
た
急
性

心
不
全（
慢
性
心
不
全
急
性
増
悪
を
含

む
）

 

29
例
。
延
べ
41
回
の
経
験
を
し
た
。

生
存
群
18
例（
62
％
）、
死
亡
群
11
例

（
32
％
）
で
あ
っ
た
。
心
不
全
の
既
往

は
59
％
に
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中

で
予
後
不
良
因
子
を
検
証
し
た
。
有

意
差
が
み
ら
れ
た
の
は
腎
機
能
で
あ

り
死
亡
群
で
低
下
あ
り
。
ま
たA

lb

値
は
共
に3.0g/d

l

以
下
で
有
意
差

な
く
、心
不
全
時
のN

T-proBN
P

も

両
群
に
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
治

療
は
フ
ロ
セ
ミ
ド+

ア
ミ
ノ
フ
ィ
リ

ン
併
用
投
与
に
て
効
果
が
み
ら
れ
た
。

薬
剤
の
見
直
し
は
、
多
職
種
協
同
ケ

ア
や
薬
剤
師
の
介
入
が
有
効
と
さ
れ

て
い
る
。
当
施
設
で
は
、
薬
剤
師
の

非
常
勤
体
制
か
ら
多
職
種
に
よ
り
薬

剤
師
の
役
割
を
カ
バ
ー
し
、
薬
剤
調

整
の
シ
ス
テ
ム
化
を
図
っ
た
。
医
師

の
処
方
見
直
し
促
進
に
は
、
代
替
え

薬
の
提
案
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
環
境
を

整
え
る
事
、
費
用
削
減
推
移
を
共
有

す
る
体
制
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

施
設
薬
剤
費
の
抑
制
は
、
高
医
療
度

の
方
か
ら
看
取
り
ま
で
多
様
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
事
を
可
能
と
し
、
医
療

の
質
と
経
営
面
の
両
立
に
繋
が
る
と

考
え
る
。

薬剤の見直し体制の構築に向けた取り組み

介護老人保健施設　平安の森
理学療法士　鈴木　教靖

心不全パンデミック

介護老人保健施設　萩の里
医師　大平　政人

当施設での対応

当
苑
で
は
株
式
会
社
バ
イ
オ
シ
ル
バ

ー
制
の
生
体
信
号
感
知
セ
ン
サ
ー

a
a
m
s
を
導
入
し
て
お
り
、
利
用

者
様
の
睡
眠
状
況
を
数
値
及
び
グ
ラ

フ
に
て
可
視
化
し
評
価
を
行
っ
て
い

る
。
今
回
認
知
症
を
有
す
る
利
用
者

様
1
名
の
、
睡
眠
薬
内
服
中
及
び
内

服
中
止
後
の
睡
眠
状
況
に
つ
い
て
各

2
週
間
の
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
睡
眠
薬
中
止
に
よ
り
僅
か
に
総
睡

眠
時
間
と
睡
眠
効
率
の
減
少
が
見
ら

れ
た
が
、
内
服
を
行
わ
な
く
て
も
十

分
な
睡
眠
が
取
れ
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
不
必
要
な
睡
眠
薬
を
中
止
す
る

こ
と
が
出
来
た
。

介
護
業
界
の
人
手
不
足
は
深
刻
な
問

題
で
す
。
高
ま
る
介
護
需
要
に
対
応

す
る
た
め
、
外
国
人
介
護
人
材
の
受

け
入
れ
を
検
討
す
る
事
業
所
も
増
え

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

当
法
人
も
2
0
2
2
年
か
ら
特
定
技

能
実
習
生
の
受
け
入
れ
を
ス
タ
ー
ト

し
、
現
在
24
名
の
ス
タ
ッ
フ
を
受
け

入
れ
、
特
定
技
能
実
習
生
が
安
心
し

て
仕
事
が
で
き
る
よ
う
介
護
の
研
修

や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
う
。

グローバル化時代の人材確保

介護老人保健施設　エスコートタウン静清
介護福祉士　渡邉　友一郎

外国人スタッフと共に築くチーム医療・介護
生体信号感知センサーを活用し

睡眠薬中止に至った事例
介護老人保健施設　静岡徳州苑

看護師　加藤　翼

当
施
設
入
所
者
が
終
末
期
を
迎
え
た

た
め
、
家
族
は
自
宅
で
の
看
取
り
を

希
望
す
る
。
退
所
前
に
介
護
手
技
を

看
護
師
、
介
護
士
、
理
学
療
法
士
か

ら
指
導
し
て
い
た
が
、
退
所
当
初
は

大
き
い
介
護
負
担
感
や
在
宅
介
護
へ

の
不
安
を
抱
え
て
い
た
。
訪
問
リ
ハ

と
し
て
、
家
族
に
対
し
介
護
指
導
等

介
入
を
し
た
結
果
、
介
護
に
対
し
て

家
族
が
一
丸
と
な
り
笑
顔
も
多
く
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
人
、
家
族

共
に
安
堵
感
に
包
ま
れ
た
看
取
り
を

実
現
で
き
た
た
め
、
訪
問
リ
ハ
と
し

て
の
支
援
を
振
り
返
り
、
報
告
す
る
。

通
所
リ
ハ
ビ
リ
の
リ
ハ
ビ
リ
会
議
を

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
す
る
こ
と
で
、

家
族
の
参
加
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
の
で
報
告
す
る
。
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
🄑

ロ
を
算
定
し
て
い
る
利
用
者
の
家
族

に
対
し
、
紙
面
に
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
回
答
者
の

97
％
が
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
は
な
く
、

対
面
開
催
を
希
望
さ
れ
た
。
家
族
の

参
加
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、

ま
ず
は
リ
ハ
ビ
リ
会
議
の
魅
力
を
発

信
す
る
必
要
が
あ
る
。

オンライン開催での
リハビリ会議に対する家族の考え方

介護老人保健施設　白梅県居ケアホーム
理学療法士　内山　拓也

在宅での看取りを支える訪問リハ

介護老人保健施設　ケアセンター芳川
理学療法士　山崎　隆博

家族介護力の向上を導き出せた一例

経
管
栄
養
か
ら
経
口
摂
取
へ
。「
口
か

ら
食
べ
た
い
」
と
の
本
人
・
家
族
の

思
い
に
応
え
る
た
め
、
経
口
摂
取
移

行
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
。
最
終

的
に
は
、
目
標
を
達
成
し
、
本
人
の

A
D
L
の
改
善
及
び
生
活
へ
の
意
欲

も
取
り
戻
し
、
在
宅
復
帰
へ
と
結
び

つ
い
た
結
果
を
報
告
し
た
。

車
椅
子
座
位
に
お
け
る
姿
勢
崩
れ
が

見
ら
れ
た
対
象
者
に
シ
ー
テ
ィ
ン
グ

と
離
床
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
管
理
を
行

っ
た
。
体
幹
側
屈
・
前
傾
す
る
不
良

座
位
に
対
し
て
、
車
椅
子
の
選
定
や

福
祉
用
具
の
導
入
、
座
位
耐
久
性
に

応
じ
て
離
床
時
間
を
調
整
す
る
こ
と

に
よ
り
良
好
な
座
位
姿
勢
が
得
ら
れ

た
。
今
後
は
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る

視
覚
的
変
化
だ
け
で
な
く
A
D
L
へ

の
影
響
に
も
着
目
し
て
い
く
。

日常生活における
シーティングに関する取り組み
介護老人保健施設　エスコートタウン静清

理学療法士　大島　隼人

経管栄養から経口摂取へ。そして在宅復帰へ！

介護老人保健施設　ユニケア岡部
介護福祉士　植松　拓行

「口から食べたい」本人と家族の希望・思いに応える

在
宅
復
帰
に
向
け
て
、
介
護
専
門
職

と
し
て
の
役
割
を
明
確
に
す
る
た
め
、

日
々
の
ケ
ア
に
在
宅
復
帰
支
援
パ
ス

を
活
用
し
た
。
そ
し
て
、
在
宅
復
帰

で
き
る
理
由
が
少
し
ず
つ
分
か
っ
て

き
た
。
入
所
か
ら
退
所（
在
宅
復
帰
）

ま
で
の
流
れ
が
明
確
に
な
り
、
家
族

の
不
安
を
払
拭
す
る
こ
と
が
重
要
だ

と
確
認
出
来
た
た
め
報
告
す
る
。
日
々

の
様
子
や
体
調
変
化
、
対
応
策
を
交

え
伝
え
る
こ
と
で
信
頼
関
係
の
構
築
、

不
安
の
解
消
に
繋
が
っ
た
と
考
え
ら

れ
た
。

入
所
の
長
期
化
に
よ
り
、
利
用
者
・

家
族
と
の
信
頼
関
係
の
中
で
積
極
的

な
治
療
・
延
命
で
は
な
く
、
最
期
を

施
設
で
迎
え
た
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が

増
え
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
、
職
員
が

看
取
り
に
対
し
ど
の
よ
う
な
想
い
で

い
る
の
か
意
識
調
査
を
行
っ
た
の
で

報
告
す
る
。
看
取
り
に
関
わ
っ
た
職

員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
そ
の
結

果
、
経
験
値
や
職
種
に
よ
り
考
え
方

や
捉
え
方
に
差
が
示
さ
れ
た
。
看
取

り
経
験
の
少
な
い
職
員
に
お
い
て
は

自
ら
学
習
が
必
要
だ
と
認
識
し
て
い

る
意
見
も
多
く
、
今
後
の
課
題
と
な

っ
た
。

その人らしい最期を支えるために

介護老人保健施設　ヒューマンライフ富士
介護福祉士　川面　千絵

看取りに取り組む職員の心の揺らぎ
「家に帰る！」在宅復帰につなげた

多職種連携
医療法人社団白梅会　白梅ケアホーム

介護福祉士　杉浦　宏昌
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環
境
表
面
の
消
毒
に
つ
い
て
の
考
え
方（
米
国
C
D
C)

室
内
換
気
の
基
本
的
考
え
方

高
齢
者
の
風
邪
症
状
の
見
守
り
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

講師：高山 義浩 先生／ Hybrid 開催：現地参加 オンライン参加／場所：浜松アクトシティ コングレスセンター 31会議室

合計8

令和 5 年
12 月２日土
10: 30~ 12: 00

た
か
や
ま  

よ
し
ひ
ろ

高
山 

義
浩

沖
縄
県
立
中
部
病
院
・
感
染
症
内
科　
地
域
ケ
ア
科

講
師
経
歴

東
京
大
学
医
学
部
保
健
学
科
、
山
口
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
。
九
州
医
療
セ
ン
タ
ー
、
九
州
大
学
病
院
に
て
初
期
臨
床
研
修
後
、
２
０
０
４
年
よ

り
佐
久
総
合
病
院
に
て
総
合
診
療
と
在
宅
医
療
を
学
ぶ
。
厚
生
労
働
省
を
経
て
、
２
０
１
０
年
よ
り
沖
縄
県
立
中
部
病
院
に
お
い
て
感
染
症
診
療

に
従
事
。
ま
た
、
同
院
に
地
域
ケ
ア
科
を
立
ち
上
げ
、
退
院
患
者
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
訪
問
や
在
宅
緩
和
ケ
ア
を
開
始
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
世
界
的
流
行
を
受
け
て
、
２
０
２
０
年
３
月
よ
り
厚
生
労
働
省
参
与
。
２
０
２
１
年
９
月
か
ら
２
０
２
３
年
３
月
ま
で
沖
縄
県
政
策
参
与
。
著

書
に『
ア
ジ
ア
ス
ケ
ッ
チ 

目
撃
さ
れ
る
文
明
・
宗
教
・
民
族
』（
白
馬
社
、 

２
０
０
１
年
）『
地
域
医
療
と
暮
ら
し
の
ゆ
く
え 

超
高
齢
社
会
を
と
も
に

生
き
る
』（
医
学
書
院
、
２
０
１
６
年
）、『
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
守
る 

在
宅
感
染
症
診
療
』（
日
本
医
事
新
報
社
、
２
０
２
０
年
）な
ど

先
生

令
和
５
年
５
月
８
日
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の

位
置
付
け
が
、
５
類
感
染
症
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
高
齢
者
施
設
に
お
け
る
療
養
と
感
染
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
、

高
山
善
浩
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

機
械
換
気
設
備（
換
気
扇
な
ど
）を

24
時
間
稼
働
さ
せ
る

•	

換
気
設
備
の
稼
働
状
況（
老
朽
化
、 

メ
ン
テ
ナ

	

ン
ス
不
良
な
ど
）を
確
認
す
る

•	

換
気
設
備
か
ら
離
れ
た
位
置
に
あ
る
窓
や
ド
ア

	

か
ら
風
を
入
れ
る

•	

換
気
ス
イ
ッ
チ
に
常
時
稼
働
の
注
意
喚
起
を
促

	

す
シ
ー
ル
を
貼
る

室
内
人
数
が
増
え
る
場
合
に
は
、 

窓
開
け
換
気
の
追
加
対
策
を
と
る

•	

食
堂
、
体
育
館
な
ど
で
マ
ス
ク
を
外
し
て
人
が

	

集
ま
る
状
況

•	

機
械
換
気
設
備
の
稼
働
力
に
限
界
が
あ
る
場
合

こ
れ
ら
の
対
応
で
も
限
界
が
あ
る
場
合
に
は
、
空
気
清
浄
機
を
利
用

4

4

4

4

4

4

4

4

す
る

•	

2
方
向
の
窓
を
開
け
て
、 
室
内
全
体
に
空
気
の

	

流
れ
を
作
る

•	

高
い
位
置
の
窓
を
開
け
て
、
天
井
か
ら
空
気
を

	

排
出
す
る

•	

扇
風
機
や
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
り
、
室
内

	

空
気
の
流
れ
を
作
る

環
境
表
面
か
ら
感
染
す
る
リ
ス
ク
は
極
め

て
低
い

•	

環
境
表
面
か
ら
の
感
染
リ
ス
ク
は
、 

直
接
接

	

触
、 

飛
沫
感
染
と
比
較
し
て
極
め
て
低
い
。
汚

	

染
さ
れ
た
環
境
表
面
へ
の
接
触
に
よ
る
感
染

	
は
、 

感
染
機
会
全
体
の
1
万
分
の
1
未
満
で
あ

	
る
。

環
境
表
面
を
定
期
的
に
消
毒
す
る
必
要
は

認
め
ら
れ
な
い

•	

環
境
表
面
の
1
日
１~

２
回
の
消
毒
は
、 

感
染

	

リ
ス
ク
の
低
減
に
ほ
と
ん
ど
影
響
し
な
い
。

	

そ
れ
よ
り
も
、 

各
々
が
手
指
衛
生
を
心
が
け
る

	

方
が
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
。

•	

24
時
間
以
内
に
感
染
者
が
い
た
屋
内
環
境
を
消

	

毒
す
る
こ
と
は
、 

感
染
予
防
に
効
果
的
で
あ

	

る
。
そ
れ
以
外
の
環
境
で
消
毒
剤
を
日
常
的

	

に
使
用
す
る
科
学
的
根
拠
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

感
染
者
が
い
た
屋
内
の
非
多
孔
質
表
面
を

1
回
の
み
消
毒
す
れ
ば
よ
い

•	

ガ
ラ
ス
な
ど
の
非
多
孔
質
表
面
で
は
、 

数
日
か

	

ら
数
週
間
に
わ
た
り
感
染
性
ウ
イ
ル
ス
が
検
出

	

さ
れ
る
。
た
だ
し
、 

通
常
の
屋
内
環
境
で
は
ウ

	

イ
ル
ス
の
99
％
が
72
時
間
以
内
に
減
少
す
る
。

•	

石
材
な
ど
の
多
孔
質
表
面
で
は
、
数
分
か
ら
数

	

時
間
以
内
に
感
染
可
能
な
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ

	

れ
な
く
な
る
。
細
孔
内
の
毛
細
管
現
象
と
エ
ア

	

ロ
ゾ
ル
蒸
発
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

OKOKOK

NGNG

htttps://w
w
w
.cdc.gov/coronavirus/2019-ncov/m

ore/sciense-and-research/surface-transm
ission.htm

l

1	

体
温
調
節
を

	

サ
ポ
ー
ト
し
て
安
楽
に

	
•	

熱
の
出
始
め
る
と
き
は
悪
寒
を
訴
え
る
の

	
	

で
、
衣
類
や
布
団
を
重
ね
る
。

	
•	

熱
が
続
く
と
体
内
に
熱
が
こ
も
る
の
で
、

	
	

タ
オ
ル
で
わ
き腋
下
や
鼠
経
を
冷
や
す
。

2	

解
熱
剤
や
総
合
感
冒
薬
を

	

内
服
さ
せ
る

	
•	

ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
の
使
用
は
躊
躇
し

	
	

な
く
て
よ
い
。
楽
に
な
る
な
ら
積
極
的
に
。

	
•	

飲
み
な
れ
た
総
合
感
冒
薬
で
も
よ
い
が
、	

	
	

尿
閉
に
は
注
意
す
る
。

3	

加
温
と
加
湿
で

	

上
気
道
症
状
を
緩
和
す
る	

	
•	

咽
頭
痛
や
鼻
閉
は
加
温
と
加
湿
で
対
応
。	

	
	

冬
季
の
換
気
は
ほ
ど
ほ
ど
に
。	

	
	
•	

咳
止
め
薬
を
飲
ま
せ
て
も
良
い
が
、
ハ
チ

	
	

ミ
ツ
に
も
鎮
咳
効
果
が
あ
る
。

空気の流れ
の作り方に
ポイントが
あり！

高齢者施設における
COVID-19 の療養と
感染対策の考え方

令和 5 年度 感染症対策研修会

暮らしとは、 専門家によって一方的に指導されるものではなく、 
本人や家族、 支援者らの参加によって

「共通の価値観」として形成されてゆくべきもの。
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暮らしとは素晴らしい多様性をもっている。
この多様性を失わせるような
医療介入には慎重でありたい。

	

抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
投
与
を

	

積
極
的
に
検
討

	

（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
以
降
）

1	

80
歳
以
上
の
高
齢
者

	

•	

心
不
全
な
ど
基
礎
疾
患
の
増
悪
や
誤
嚥
性
肺
炎
を

	
	

合
併
し
て
い
る
症
例
も
多
い
。

2	

65
歳
以
上 

＋ 

ワ
ク
チ
ン
接
種
ま
た
は

	

自
然
感
染
か
ら
1
年
以
上
経
過

3	

重
症
化
リ
ス
ク
が
極
め
て
高
い
例

	

•	

透
析
、 

化
学
療
法
中
、 

基
礎
疾
患（
糖
尿
病
C
O
P
D
、

	
	

心
不
全
、 

肝
硬
変
な
ど
）
が
不
良
高
度
肥
満
＋
α
、 

	
	

こ
れ
ら
に
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
が
重
な
る
と
き
は
と
く

	
	

に
注
意
。

4	
C
O
V
I
D-

19
に
よ
る

	
ウ
イ
ル
ス
性
肺
炎
を
合
併

5	
C
O
V
I
D-

19
を
契
機
に

	

基
礎
疾
患
が
増
悪
し
て
い
る
症
例

ニルマトレルビル／リトナビル
（パキロビッドパック）

モルヌピラビル
（ラゲブリオカプセル） レムデシビル（ベクルリー）

投与対象
COVID-19 が確定＋重症化リスク因子を 1 つ以上満たす

（＊すでに解熱し、症状が軽快傾向であれば必ずしも治療は不要）

発症 5 日以内 発症 5 日以内 発症 7 日以内

作用機序 プロテアーゼ阻害薬 RNA ポリメラ ーゼ阻害薬 RNA ポリメラーゼ阻害薬

投与経路 経口 経口（錠剤大きい） 点滴静注

投与日数 5 日間 5 日間 3~5 日間、 最大 10 日間

使いどころ 相互作用なければ第一選択
（自宅、 施設療養）

最終接種から長期間経過
（自宅、 施設療養）

点滴治療が可能な環境
 （入院、 訪問看護、 施設）

腎機能障害 eGFR 60 以下で投与量調整 調整不要 調整不要

有害事象 薬疹、 肝障害
嘔吐、 下痢、 味覚障害など

嘔気、 下痢
めまい、頭痛など 肝．腎障害、 嘔気など

禁忌・注意点 薬物相互作用が多いため確認する
重度の肝．腎障害には推奨しない

妊婦、 授乳婦には禁忌
一定期間避妊が必要 重度の肝．腎障害は有益性投与

重症化予防 入院または死亡を 89％減 1 入院または死亡を 30％減 2 入院または死亡を 87％減 3

1)N Engl J Med2022; 386:1397-1408. DOI: 10.1056/NEJMoa2118542　　2) N Engl J Med 2022; 386:509-520 DOI: 10.1056/NEJMoa2116044
3)N Engl J Med2022; 386:305-315. DOI: 10.1056/NEJMoa2116846

	

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
確
実
に

	

進
め
て
お
き
た
い
住
民

1	

死
亡
リ
ス
ク
の
高
い
方
々

	

•	

重
篤
な
基
礎
疾
患
、
重
度
の
要
介
護
者

2	

集
団
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
方
々

	

•	

社
会
福
祉
施
設
の
入
居
者
、
長
期
の
入
院
患
者

3	

入
院
リ
ス
ク
の
高
い
方
々

	

•	

要
介
護
者
、
障
が
い
者
、
独
居
の
高
齢
者

▶ 4回目接種の有効性 COVlD-19関連入院リスクの減少率
オミクロン XBB株流行期における入院リスクについて、

3回接種後5ヶ月以上経過している場合との比較

4 回目に
単価ワクチンを接種

4 回目に
2 価ワクチンを接種

未感染者 16％減少 88％減少
既感染者 15％減少 96％減少

全体 16％減少 90％減少

都
道
府
県
別
に
み
る
定
点
当
た
り

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
報
告
数
の
推
移

出典：国立感染症研究所：IDWR 速報データ

出典：厚生労働省：新型コロナウイルス感染症 (COV\D-19) の発生状況等について

都
道
府
県
別
に
み
る
定
点
当
た
り

C
O
V
l
D-

19
報
告
数
の
推
移

2022 年 1 月 1 日から 6 月 30 日までに報告された感染者のうち
死亡した者が占める割合をワクチン接種回数別に集計

▶ ワクチン接種回数別にみる致死率（沖縄県）

0.0%
1.0%
2.0%
3.0%
4.0%
5.0%
6.0%
7.0% 3 回接種2回接種未接種／ 1回接種

90 歳以上80 代70 代60 代50 代40 代

	
重
症
化
予
防
が

	
期
待
で
き
る

	

抗
ウ
イ
ル
ス
薬

	

（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
以
降
）

Lancet Infect Dis. 2023 Aug 2;S1473-3099(23)00373-0.
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2024 年度介護報酬 • 診療報酬
同時改定における老健施設の方向性と経営対応

（株）ASK梓診療報酬碍究所

所長 中林　梓

■ 

講
師
略
歴

札
幌
出
身
。
病
院
・
診
療
所
対
象
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

を
経
て
、
医
事
運
用
、
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
従
事
。 

平
成
９
年（
１
９
９
７
）Ａ
Ｓ
Ｋ
梓
診
療
報
酬
研
究
所
を
設
立
。
請
求
も
れ
、

経
営
改
善
、
在
宅
医
療
等
を
テ
ー
マ
に
、
分
析・
セ
ミ
ナ
ー
講
演・
執
筆
活

動
を
行
な
う
。

現
在
、
診
療
報
酬
に
関
す
る
各
種
研
究
、
医
業
収
入
診
断
、
経
営
改
善
指

導
、
医
事
運
用
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
在
宅
医
療
運
営
指
導
、
診
療
報
酬・

介
護
報
酬
に
関
す
る
医
師・
看
護
師
向
け
の
各
種
教
育
研
修・
セ
ミ
ナ
ー
に

携
わ
る
。
医
業
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。

■ 

研
修
講
師
実
績

全
国
公
私
病
院
連
盟
、
全
国
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
日
本
赤
十
字

社
、
北
海
道
病
院
協
会
、
静
岡
県
病
院
協
会
、
広
島
県
病
院
協
会
、
岡

山
県
病
院
協
会
、
福
岡
県
私
設
病
院
協
会
、
京
都
府
私
立
病
院
協
会
、
奈

良
県
私
設
病
院
協
会
、
神
奈
川
県
看
護
協
会
静
岡
県
看
護
協
会
、

広
島
県
医
師
会
、
徳
島
県
医
師
会
、
千
葉
市
医
師
会
、
金
沢
市
医
師
会
、

富
山
市
医
師
会
、
熊
本
市
医
師
会
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
付
属
病
院
、
日

本
医
業
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
、
メ
デ
ィ
カ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
、
医
療
関
連
サ
ー
ビ
ス
振
興
会
、
日
本

慢
性
期
医
療
協
会
、
他 

多
数

令和5年12月4日木　13:30~16:00
オンライン形式（Webex）

講
師

	

令
和
６
年
度 

	

介
護
報
酬
改
定
に
関
す
る
審
議
報
告
の
概
要

人
口
構
造
や
社
会
経
済
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
」「
自
立
支
援
・
重

度
化
防
止
に
向
け
た
対
応
」「
良
質
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
的
な
提
供
に
向
け
た
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
」

「
制
度
の
安
定
性
・
持
続
可
能
性
の
確
保
」を
基
本
的
な
視
点
と
し
て
、
介
護
報
酬
改
定
を
実
施
。

静岡県老人保健施設協会

1	

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進

	

認
知
症
の
方
や
単
身
高
齢
者
、
医
療
ニ
ー
ズ
が
高
い
中
重
度
の
高
齢
者
を
含
め
、
質
の
高
い
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

	

ン
ト
や
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
切
れ
目
な
く
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
柔
軟
か
つ
効
率
的
な

	

取
組
を
推
進

	

•
医
療
と
介
護
の
連
携
の
推
進

	

•
質
の
高
い
公
正
中
立
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

	
•
感
染
症
や
災
害
へ
の
対
応
力
向
上

	
•
高
齢
者
虐
待
防
止
の
推
進

	
•
認
知
症
の
対
応
力
向
上

	

•
福
祉
用
具
貸
与
・
特
定
福
祉
用
具
販
売
の
見
直
し

	

•
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
柔
軟
か
つ
効
率
的
な
取
組

	

•
看
取
り
へ
の
対
応
強
化

2	

自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
に
向
け
た
対
応

	

高
齢
者
の
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
と
い
う
制
度
の
趣
旨
に
沿
い
、
多
職
種
連
携
や
デ
ー
タ
の
活
用
等
を

	

推
進

	

•
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
機
能
訓
練
、
口
腔
、
栄
養
の
一
体
的
取
組
等

	

•
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
に
係
る
取
組
の
推
進

	

•
L
I
F
E
を
活
用
し
た
質
の
高
い
介
護

3	

良
質
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
的
な
提
供
に
向
け
た
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

	

介
護
人
材
不
足
の
中
で
、
更
な
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
処
遇
改
善
や
生
産
性
向
上
に

	

よ
る
職
場
環
境
の
改
善
に
向
け
た
先
進
的
な
取
組
を
推
進

	

•
介
護
職
員
の
処
遇
改
善

	

•
生
産
性
の
向
上
等
を
通
じ
た
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

	

•
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
推
進

4	

制
度
の
安
定
性
・
持
続
可
能
性
の
確
保

	

介
護
保
険
制
度
の
安
定
性
・
持
続
可
能
性
を
高
め
、
全
て
の
世
代
に
と
っ
て
安
心
で
き
る
制
度
を
構
築

	

•
評
価
の
適
正
化
・
重
点
化

	

•
報
酬
の
整
理
・
簡
素
化

5	

そ
の
他

	

•「
書
面
掲
示
」規
制
の
見
直
し

	

•
基
準
費
用
額（
居
住
費
）の
見
直
し

	

•
地
域
区
分

	

•
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
送
迎
に
係
る
取
扱
い
の
明
確
化

各
項
目
の
詳
細
は
、

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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介
護
老
人
保
健
施
設  

改
定
の
方
向
性

▼ 

在
宅
復
帰
・
在
宅
療
養
支
援
機
能
の
強
化

論
点

•	

介
護
老
人
保
健
施
設
の
基
本
報
酬
に
つ
い
て
は
、
平
成

	
	

30
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
お
い
て
、
在
宅
復
帰
・
在
宅

	
	

療
養
支
援
等
指
標
を
３
段
階
か
ら
５
段
階
に
見
直
し
を

	
	

行
っ
た
。
令
和
３
年
度
改
定
で
は
在
宅
復
帰
・
在
宅
療

	
	

養
支
援
等
指
標
の
一
部
見
直
し（
訪
リ
ハ
事
業
所
の
併

	
	

設
の
評
価
、
P
T
・
O
T
・
S
T
い
ず
れ
も
配
置
さ
れ

	
	

て
い
る
こ
と
の
評
価
）を
行
っ
た
。

•	

施
設
類
型
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
で
の
取
組
が
進
め
ら

	
	

れ
た
結
果
、
令
和
５
年
２
月
時
点
で
、
在
宅
復
帰
・
在

	
	

宅
療
養
支
援
機
能
の
高
い
超
強
化
型
が
28
・
6
％
ま
で

	
	

増
加
し
た
。

•	

入
退
所
支
援
を
担
う
支
援
相
談
員
の
配
置
に
つ
い
て
、

	
	

在
宅
復
帰
・
在
宅
療
養
支
援
機
能
が
高
い
類
型
の
施
設

	
	

の
方
が
、
関
係
者
と
の
連
絡
及
び
調
整
等
の
相
談
援
助

	
	

を
業
と
す
る
国
家
資
格
で
あ
る
社
会
福
祉
士
の
配
置
が

	
	

多
い
こ
と
か
ら
、
報
酬
上
の
評
価
を
検
討
す
べ
き
と
の

	
	

意
見
も
あ
っ
た
。

•	

在
宅
復
帰
・
在
宅
療
養
支
援
等
指
標
の
取
得
状
況
等
を

	
	

踏
ま
え
、
在
宅
復
帰
・
在
宅
療
養
支
援
機
能
を
更
に
推

	
	

進
す
る
観
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
考
え
ら
れ
る

	
	

か
。

促
進

在
宅
復
帰
・
在
宅
療
養
支
援
等
評
価
指
標
及
び
要
件
に
つ

い
て
、
介
護
老
人
保
健
施
設
の
在
宅
復
帰
・
在
宅
療
養
支
援

機
能
を
更
に
推
進
す
る
観
点
か
ら
、 

指
標
の
取
得
状
況
等
も

踏
ま
え
、
以
下
の
見
直
し
を
行
う
。
そ
の
際
、
6
月
の
経
過

措
置
期
間
を
設
け
る
こ
と
と
す
る
。

㋐
入
所
前
後
訪
問
指
導
割
合
に
係
る
指
標
に
つ
い
て
、

	
	

そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
の
基
準
を
引
き
上
げ
る
。

㋑
退
所
前
後
訪
問
指
導
割
合
に
係
る
指
標
に
つ
い
て
、

	
	

そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
の
基
準
を
引
き
上
げ
る
。

㋒
支
援
相
談
員
の
配
置
割
合
に
係
る
指
標
に
つ
い
て
、
支

	
	

援
相
談
員
と
し
て
社
会
福
祉
士
を
配
置
し
て
い
る
こ
と

	
	

を
評
価
す
る
。
ま
た
、
基
本
報
酬
に
つ
い
て
、
在
宅
復

	
	

帰
・
在
宅
療
養
支
援
機
能
に
係
る
指
標
の
見
直
し
を
踏

	
	

ま
え
、
施
設
類
型
ご
と
に
適
切
な
水
準
に
見
直
し
を
行

	
	

う
こ
と
と
す
る
。

対
応
案

在
宅
復
帰
・
在
宅
療
養
支
援
等
指
標
に
つ
い
て
、
一
定
の

経
過
措
置
を
設
け
た
上
で
、

•	

円
滑
な
在
宅
復
帰
に
向
け
た
取
組
を
更
に
促
進
す
る
た

	
	

め
、
入
所
前
後
訪
問
指
導
割
合
及
び
退
所
前
後
訪
問
指

	
	

導
割
合
に
係
る
指
標
の
取
得
状
況
を
踏
ま
え
、
基
準
を

	
	

引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
て
は
ど
う
か
。

•	

在
宅
復
帰
・
在
宅
療
養
支
援
に
向
け
た
体
制
を
評
価
す

	
	

る
た
め
、
支
援
相
談
員
の
配
置
割
合
に
係
る
指
標
に
お

	
	

い
て
、
社
会
福
祉
士
の
配
置
を
評
価
す
る
こ
と
と
し
て

	
	

は
ど
う
か
。

•	

右
記
の
見
直
し
に
合
わ
せ
て
、
各
類
型
間
に
お
け
る
基

	
	

本
報
酬
に
お
い
て
、
更
に
評
価
の
差
を
つ
け
る
こ
と
と

	
	

し
て
は
ど
う
か
。

▼ 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
強
化

　

	
 

短
期
集
中

4

4

4

4

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
加
算

論
点

•	

介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

	
	

に
つ
い
て
、
入
所
直
後
は
集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

	
	

シ
ョ
ン
に
よ
り
比
較
的
大
き
く
A
D
L
が
改
善
す
る
こ

	
	

と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

•	

短
期
集
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
入
所

	
	

後
３
か
月
間
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
効
果
が
期
待

	
	

さ
れ
る
一
方
で
、
A
D
L
等
の
評
価
の
頻
度
は
定
め
ら

	
	

れ
て
お
ら
ず
、
L
I
F
E
へ
の
提
出
は
加
算
の
算
定
要

	
	

件
と
さ
れ
て
い
な
い
。

•	

例
え
ば
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、

	
	

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
の
算
定
要

	
	

件
と
し
て
、
開
始
後
一
定
期
間
に
つ
い
て
は
、
月
１
回

	
	

以
上
、利
用
者
の
状
態
の
変
化
に
応
じ
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

	
	

シ
ョ
ン
計
画
を
見
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

	
	

ろ
。

•	

介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

	
	

に
お
い
て
、
効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
更
に

	
	

促
進
す
る
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
な
対
応
が
考
え
ら
れ
る

	
	

か
。

対
応
案

短
期
集
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
加
算
に
つ
い
て
、

効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、

原
則
と
し
て
入
所
時
及
び
月
１
回
以
上
A
D
L
等
の
評
価
を

行
っ
た
上
で
、
必
要
に
応
じ
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画

を
見
直
す
と
と
も
に
、
評
価
結
果
を
L
I
F
E
に
提
出
し
た

場
合
の
加
算
区
分
を
新
設
し
、
評
価
に
一
定
の
差
を
設
け
て

は
ど
う
か
。

▼ 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
強
化

　

	 

認
知
症
短
期
集
中

4

4

4

4

4

4

4

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン　

	

　

	 

実
施
加
算

介護老人保健施設 改訂の方向性：令和５年11月16日開催　社会保障審議会「介護給付費分科会」資料より

※
講
演
時
の
内
容
の
ま
ま
掲
載
し
て
お
り
ま
す
が
、
論
点
を
「
短
期
集
中
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
加
算
の
見
直
し
概
要
」の
も
の
で
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
し
た
。

「
認
知
症
短
期
集
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
加
算
」
の
論
点
に
つ
い
て
は
、

下
記
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、
18
ペ
ー
ジ
の
論
点
③
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

論
点　

短
期
集
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
加
算
に
つ
い
て
、

効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、

以
下
の
取
組 

を
評
価
す
る
新
た
な
区
分
を
設
け
る
。

㋐
原
則
と
し
て
入
所
時
及
び
月
1
回
以
上
A
D
L
等
の

	
	

評
価
を
行
っ
た
上
で
、
必
要
に
応
じ
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

	
	

シ
ョ
ン
実
施
計
画
を
見
直
し
て
い
る
こ
と
。

㋑
ア
に
お
い
て
評
価
し
た
A
D
L
等
の
デ
ー
タ
に
つ
い

	
	

て
、
L
I
F
E
を
用
い
て
提
出
し
、
必
要
に
応
じ
て

	
	

提
出
し
た
情
報
を
活
用
し
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
現
行
の
加
算
区
分
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
加
算
区

分
の
取
組
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、評
価
の
見
直
し
を
行
う
。

対
応
案

認
知
症
短
期
集
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
加
算
に
つ

い
て
、
認
知
症
を
有
す
る
利
用
者
の
居
宅
に
お
け
る
生
活
環

境
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
行
え
る
よ
う
、
当
該
利
用

者
の
居
宅
を
訪
問
し
生
活
環
境
を
把
握
す
る
こ
と
を
要
件
と

し
て
は
ど
う
か
。

利
用
者
の
居
宅
を
訪
問
し
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、
評
価

に
一
定
の
差
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
は
ど
う
か
。

▼ 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
口
腔
・
栄
養
の

	
   	

一
体
的
取
組
の
推
進

論
点

•	

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
口
腔
、
栄
養
の
取
組
は
一
体

	
	

と
な
っ
て
運
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
な
自
立

	
	

支
援・重
度
化
予
防
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

•	

介
護
老
人
保
健
施
設
で
は
、
口
腔
に
つ
い
て
は
歯
科
衛

	
	

生
士
の
介
入
を
口
腔
衛
生
管
理
加
算
と
し
て
評
価
し
て

	
	

お
り
、
栄
養
に
つ
い
て
は
管
理
栄
養
士
の
配
置
さ
れ
た

	
	

施
設
に
お
い
て
行
わ
れ
る
栄
養
ケ
ア
を
栄
養
マ
ネ
ジ
メ

	
	

ン
ト
強
化
加
算
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。

•	

ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
一
部
類

	
	

型
を
除
き
、
基
本
報
酬
の
要
件
と
し
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

	
	

シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お

	
	

り
、
加
算
に
お
い
て
L
I
F
E
提
出
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

	
	

ク
の
活
用
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

•	

介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

	
	

ン
・
口
腔
・
栄
養
の
一
体
的
取
組
を
更
に
推
進
す
る
た

	
	

め
、
ど
の
よ
う
な
方
策
が
考
え
ら
れ
る
か
。

対
応
案

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
機
能
訓
練
、
口
腔
、
栄
養
を
一

体
的
に
推
進
し
、
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
を
効
果
的
に
進

め
る
観
点
か
ら
、
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
書
情
報
加
算
、
介
護
医
療

院
に
お
け
る
理
学
療
法
、
作
業
療
法
及
び
言
語
聴
覚
療
法
並

び
に
介
護
老
人
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
個
別
機
能
訓
練
加
算

（
Ⅱ
）
に
つ
い
て
、
以
下
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
つ
い
て

評
価
す
る
新
た
な
区
分
を
設
け
る
。

㋐
口
腔
衛
生
管
理
加
算（
Ⅱ
）及
び
栄
養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

	
	

強
化
加
算
を
算
定
し
て
い
る
こ
と
。

㋑
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
計
画
等
の
内
容
に
つ
い

	
	

て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
機
能
訓
練
、
口
腔
、
栄

	
	

養
の
情
報
を
関
係
職
種
の
間
で
一
体
的
に
共
有
す
る
こ

	
	

と
。
そ
の
際
、
必
要
に
応
じ
て
L
I
F
E
に
提
出
し

	
	

た
情
報
を
活
用
し
て
い
る
こ
と
。

㋒
共
有
し
た
情
報
を
踏
ま
え
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実

	
	

施
計
画
共
有
し
た
情
報
を
踏
ま
え
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

	
	

シ
ョ
ン
実
施
計
画
ま
た
は
個
別
機
能
訓
練
計
画
に
つ
い

	
	

て
必
要
な
見
直
し
を
行
い
、
見
直
し
の
内
容
に
つ
い
て

	
	

関
係
職
種
に
対
し
共
有
し
て
い
る
こ
と
。

▼ 

入
所
者
へ
の
医
療
提
供

	
 （

所
定
疾
患
施
設
療
養
費
）

論
点

•	

介
護
老
人
保
健
施
設
で
は
、
肺
炎
等
に
よ
り
治
療
を
必

	

要
と
す
る
状
態
と
な
っ
た
入
所
者
に
対
し
、
施
設
に
お

	

い
て
投
薬
等
の
治
療
管
理
を
行
っ
た
場
合
の
評
価
と
し

	

て
、
所
定
疾
患
施
設
療
養
費
に
よ
る
評
価
を
行
っ
て
い

	

る
。

•	

令
和
３
年
度
改
定
に
お
い
て
、
所
定
疾
患
施
設
療
養
費

	

の
対
象
に
蜂
窩
織
炎
が
追
加
と
な
っ
て
お
り
、
蜂
窩
織

	

炎
の
発
症
が
あ
っ
た
施
設
の
う
ち
、
医
療
機
関
へ
転
院

	

さ
せ
た
利
用
者
が
い
た
施
設
の
割
合
が
25
・
0
％
か
ら

	

9
・
7
％
に
低
下
し
た
。

•	

令
和
５
年
度
の
調
査
で
は
、
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お

	

い
て
、
心
不
全（
慢
性
心
不
全
の
増
悪
等
）
を
発
症
す 0 10 20 30 40 50 60

栄養マネジメント強化加算

口腔衛生管理加算Ⅱ

口腔衛生管理加算Ⅰ

リハビリテーションマネジメント計画書情報加算

※算定率：加算請求事業所数／請求事業所数×100

各加算の算定状況
算定率「56.7%」の「リハマネ計画書情報加算」の要
件に、算定率「21%」、「36.8%」の加算を入れるな
んて、ちょっと、厳しすぎる感じもしますけど…。

※
こ
の
論
点
は
「
短
期
集
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
加
算
」
の
た
め
、
前

ペ
ー
ジ
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
正
し
い
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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注
２	

同
一
の
入
所
者
に
対
し
て
1
月
に
1
回
、
連

		
	

続
す
る
7
日（
Ⅰ
）も
し
く
は
10
日（
Ⅱ
）を

		
	

限
度
と
す
る
。

注
３	

所
定
疾
患
施
設
療
養
費
は
、
緊
急
時
施
設
療

		
	

養
費
を
算
定
し
た
日
は
算
定
不
可
。

算
定
要
件
等

	

•	

肺
炎
、
尿
路
感
染
症
、
帯
状
疱
疹
、
蜂
窩
織
炎
の

		

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
入
所
者
に
対
す
る
治
療
管

		

理
で
あ
る
こ
と

〈
所
定
疾
患
施
設
療
養
費（
Ⅰ
）〉

	

•	

診
断
・
診
断
を
行
っ
た
日
、
実
施
し
た
投
薬
、
検

		

査
、
注
射
、
処
置
等
の
内
容
等
を
診
療
録
に
記
載

		

し
て
い
る
こ
と

	

•	

所
定
疾
患
施
設
療
養
費
の
算
定
開
始
年
度
の
翌
年

		

度
以
降
に
お
い
て
、
当
該
施
設
の
前
年
度
に
お
け

		

る
当
該
入
所
者
に
対
す
る
投
薬
、
検
査
、
注
射
、

		
処
置
等
の
実
施
状
況
を
公
表
し
て
い
る
こ
と

〈
所
定
疾
患
施
設
療
養
費（
Ⅱ
）〉

	

•	
診
断
及
び
診
断
に
至
っ
た
根
拠
、
診
断
を
行
っ
た

		

日
、
実
施
し
た
投
薬
、
検
査
、
注
射
、
処
置
等
の

		

内
容
等
を
診
療
録
に
記
載
し
て
い
る
こ
と

	

•	

所
定
疾
患
施
設
療
養
費
の
算
定
開
始
年
度
の
翌
年

		

度
以
降
に
お
い
て
、
当
該
施
設
の
前
年
度
に
お
け

		

る
当
該
入
所
者
に
対
す
る
投
薬
、
検
査
、
注
射
、

		

処
置
等
の
実
施
状
況
を
公
表
し
て
い
る
こ
と

	

•	

当
該
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
介
護
老
人

		

保
健
施
設
の
医
師
が
感
染
症
対
策
に
関
す
る
研
修

		

を
受
講
し
て
い
る
こ
と

▼ 

看
取
り
へ
の
対
応
の
充
実

	
 

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
加
算

論
点

•	

介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
看
取
り
対
応
の
特
徴
と

	

し
て
、
看
護
師
な
ど
の
医
療
専
門
職
が
常
駐
し
て
い
る

	

こ
と
や
、
リ
ハ
ビ
リ
職
な
ど
の
多
職
種
に
よ
る
評
価
・

	

介
入
が
で
き
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

•	

介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
看
取
り
対
応
と
し
て
、

	

死
亡
日
を
含
め
て
45
日
の
間
で
施
設
に
お
い
て
行
う

	

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
評
価
す
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
加
算

	

が
あ
る
。

•	

施
設
類
型
別
の
分
析
で
は
、
超
強
化
型
や
強
化
型
は
基

	

本
型
と
比
べ
、
死
亡
日
31
日
以
前
の
加
算
算
定
が
少
な

	

く
、
死
亡
日
が
近
づ
い
て
か
ら
入
所
し
、
看
取
り
が
行

	

わ
れ
て
い
る
割
合
が
高
い
。

•	

ま
た
、
特
に
在
宅
療
養
支
援
機
能
が
高
い
介
護
老
人
保

	

健
施
設
で
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
加
算
が
算
定
可
能
な

	

期
間
に
お
い
て
も
、
本
人
の
希
望
等
に
あ
わ
せ
、
在
宅

	

へ
の
一
時
帰
宅
を
行
い
な
が
ら
、
最
終
的
に
施
設
で
看

	

取
り
を
行
う
場
合
も
あ
る
。

•	

な
お
、
看
取
り
期
に
お
け
る
対
応
で
は
、
終
末
期
に
必

	

要
な
投
薬
や
検
査
な
ど
手
厚
い
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る

	

一
方
で
、
介
護
老
人
保
健
施
設
で
は
医
療
費
等
が
基
本

	

報
酬
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
医
療
コ
ス
ト

	

等
は
施
設
の
持
ち
出
し
と
な
る
。

•	

介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
看
取
り
へ
の
対
応
を
充

	

実
す
る
観
点
か
ら
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
加
算
の
在
り
方

	

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

対
応
案

介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
看
取
り
へ
の
対
応
を
充
実

	

る
方
が
い
た
施
設
が
一
定
程
度
あ
る
中
で
、
医
療
機
関

	

へ
転
院
さ
せ
た
利
用
者
が
い
た
施
設
の
割
合
が
約
７
割

	

の
状
況
で
あ
る
。

•	
医
療
機
関
に
転
院
す
る
理
由
と
し
て
、
約
9
割
の
施
設

	
が
重
症
度
を
理
由
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
た
が
、
他
の
理

	

由
と
し
て
、
報
酬
上
の
評
価
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も

	

一
定
程
度
あ
げ
ら
れ
た
。

•	

急
性
疾
患
を
発
症
し
た
入
所
者
が
、
当
該
者
の
状
態
に

	

応
じ
、
適
切
な
場
に
お
い
て
必
要
な
医
療
が
提
供
さ
れ

	

る
よ
う
、介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
疾
患
の
発
症・

	

治
療
状
況
を
踏
ま
え
、
所
定
疾
患
施
設
療
養
費
の
対
象

	

疾
患
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

対
応
案

施
設
に
お
い
て
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
観
点
か
ら
、
慢

性
心
不
全
が
増
悪
し
た
場
合
に
つ
い
て
所
定
疾
患
施
設
療
養

費
の
対
象
と
し
て
追
加
す
る
こ
と
と
し
て
は
ど
う
か
。

所
定
疾
患
施
設
療
養
費

	

慢
性
心
不
全
が
増
悪
し
た
場
合
に
つ
い
て
設
所
定
疾

	

患
施
設
の
対
象
と
し
て
追
加
。

	

特
定
の
疾
患
に
よ
り
治
療
を
必
要
と
す
る
入
所
者
に
、

	

施
設
で
治
療
管
理
な
ど
の
対
応
を
す
る
こ
と
を
評
価

	

す
る
加
算
。

単
位
等

	

•	

所
定
疾
患
施
設
療
養
費（
Ⅰ
） 2
3
9
位
⁄
日

	

•	

所
定
疾
患
施
設
療
養
費（
Ⅱ
） 4
8
0
単
位
⁄
日

注
１	

所
定
疾
患
施
設
療
養
費（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）
は
、

		
	

い
ず
れ
か
一
方
の
み
算
定
可
能
。

通所リハビリテーション改訂の方向性：令和５年10月26日開催　社会保障審議会「介護給付費分科会」資料より

す
る
観
点
や
在
宅
復
帰
・
在
宅
療
養
支
援
を
行
う
施
設
に
お

け
る
看
取
り
を
適
切
に
評
価
す
る
観
点
か
ら
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

ケ
ア
加
算
に
つ
い
て
、
死
亡
日
か
ら
期
間
が
離
れ
た
区
分
に

お
け
る
評
価
を
引
き
下
げ
、
死
亡
直
前
に
お
け
る
評
価
を
よ

り
一
層
行
う
よ
う
重
点
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
は
ど
う
か
。

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン  

改
定
の
方
向
性

▼ 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る

	
 

医
療
・
介
護
連
携
の
推
進

対
応
案

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
に
係
る
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
に
、
ケ

ア
プ
ラ
ン
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
位
置
づ
け
る
際
、
意

見
を
求
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る「
主
治
の
医
師
等
」
に
、

入
院
先
の
医
療
機
関
の
医
師
を
含
む
こ
と
を
明
確
化
し
て
は

ど
う
か
。

⑴
基
本
報
酬
の
算
定
要
件
に
、
医
療
機
関
の
リ
ハ
ビ
リ

	

テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
書
を
入
手
し
た
上
で
、
リ
ハ
ビ
リ

	

テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
。

⑵
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
の
理
学
療
法
士
等

	

が
利
用
者
の
退
院
前
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加
し
、
退

	

院
時
共
同
指
導
を
行
っ
た
場
合
の
加
算
を
新
た
に
設
け

	

る
。

▼ 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
口
腔
・

	
 

栄
養
の
一
体
的
取
組
の
推
進

対
応
案

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
口
腔
・
栄
養
の
一
体
的
取
組
を

更
に
推
進
し
て
い
く
観
点
か
ら
、

•	

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
に
つ
い

	

て
、
口
腔
・
栄
養
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
も
併
せ
て
実
施
し

	

た
上
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
質
を
管
理
し
た
場
合

	

の
評
価
を
新
た
に
設
け
る
こ
と

•	

一
体
的
実
施
計
画
書
の
様
式
の
見
直
し
を
検
討
し
て
は

	

ど
う
か
。

ア	

口
腔
ア
セ
ス
メ
ン
ト
及
び
栄
養
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ

	

て
い
る
こ
と
。

イ	

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
等
の
内
容
に
つ
い
て
、

	

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
口
腔
・
栄
養
の
情
報
を
関

	

係
職
種
の
間
で
一
体
的
に
共
有
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、

	

必
要
に
応
じ
て
L
I
F
E
に
提
出
し
た
情
報
を
活
用

	

し
て
い
る
こ
と
。

ウ	

共
有
し
た
情
報
を
踏
ま
え
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

	

計
画
に
つ
い
て
必
要
な
見
直
し
を
行
い
、
見
直
し
の

	

内
容
に
つ
い
て
関
係
職
種
に
対
し
共
有
し
て
い
る
こ

	

と
。
ま
た
、
報
酬
体
系
の
簡
素
化
の
観
点
か
ら
、
通

	

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

	

ン
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
🄑

	

の
要
件
に
つ
い
て
新
規
区
分
年
、
加
算
区
分
を
整
理

	

す
る
。

▼ 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
充
実
に
向
け
た

	
 

基
本
報
酬
の
見
直
し

対
応
案

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
体
制

等
が
充
実
し
て
い
る
事
業
所
を
評
価
す
る
観
点
か
ら
、
事
業

所
規
模
別
の
基
本
報
酬
に
つ
い
て
、以
下
の
見
直
し
を
行
う
。

ア	

通
常
規
模
型
、
大
規
模
型
Ⅰ
、
大
規
模
型
Ⅱ
の
3
段

	

階
に
な
っ
て
い
る
事
業
所
規
模
別
の
基
本
報
酬
を
、

	

通
常
規
模
型
、
大
規
模
型
の
2
段
階
に
変
更
す
る
。

イ	

大
規
模
型
事
業
所
の
う
ち
、
以
下
の
要
件
を
全
て
満

	

た
す
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
通
常
規
模
型
と
同
等
の

	

評
価
を
行
う
。

ⅰ	

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
の
算
定
率

	

が
利
用
者
全
体
で
一
定
数
を
超
え
て
い
る
こ
と
。

ⅱ	

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
の
配
置
が
一
定
数
を

	

超
え
て
い
る
こ
と
。

▼ 

介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

	
 

質
の
向
上
に
向
け
た
評
価

対
応
案

•	

介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
長
期
間
利
用

	

者
に
関
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
会
議
で
リ
ハ
ビ

	

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
適
切
な

	

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
た
上
で
定
期
的
L
I
F
E
へ
の

	

デ
ー
タ
提
出
を
実
施
す
る
利
用
者
と
、
そ
れ
以
外
の
利

	

用
者
に
つ
い
て
は
、評
価
の
差
別
化
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

•	

要
介
護
認
定
制
度
の
見
直
し
に
伴
い
、
事
業
所
評
価
加

	

算
を
廃
止
、 

L
I
F
E
へ
の
デ
ー
タ
提
出
を
推
進
す
る

	

こ
と
と
し
て
は
ど
う
か
。
そ
の
上
で
、
よ
り
適
切
な
ア

	

ウ
ト
カ
ム
評
価
に
向
け
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
は

	

ど
う
か
。

▼ 

運
動
器
機
能
向
上
加
算
の
見
直
し

対
応
案

•	

運
動
器
機
能
向
上
加
算
を
廃
止
し
、
同
加
算
の
算
定
要

	

件
を
基
本
報
酬
の
算
定
要
件
と
し
て
は
ど
う
か
。

•	

併
せ
て
、
運
動
器
機
能
向
上
へ
の
取
組
を
評
価
し
て
い

	

る
選
択
的
サ
ー
ビ
ス
複
数
実
施
加
算
に
つ
い
て
、
必
要

	

な
見
直
し
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。
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感
染
症
へ
の
対
応
力
強
化  

改
定
の
方
向
性

▼ 

感
染
症
や
災
害
へ
の
対
応
力 

向
上

高
齢
者
施
設
等
に
お
け
る
感
染
症
対
応
力
の
向
上

高
齢
者
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
施
設
内
で
感
染
者
が
発
生

し
た
場
合
に
、
感
染
者
の
対
応
を
行
う
医
療
機
関
と
の
連
携

の
上
で
施
設
内
で
感
染
者
の
療
養
を
行
う
こ
と
や
、
他
の
入

所
者
へ
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
以
下
を
評
価
す
る
新
た
な
加
算
を
設
け
る
。

ア	

新
興
感
染
症
の
発
生
時
等
に
感
染
者
の
診
療
等
を
実

	

施
す
る
医
療
機
関
（
協
定
締
結
医
療
機
関
）
と
の
連

	

携
体
制
を
構
築
し
て
い
る
こ
と
。

イ	

上
記
以
外
の
一
般
的
な
感
染
症
に
つ
い
て
、
協
力
医	

	

療
機
関
等
と
感
染
症
発
生
時
に
お
け
る
診
療
等
の
対

	

応
を
取
り
決
め
る
と
と
も
に
、
当
該
協
力
医
療
機
関

	

等
と
連
携
の
上
、
適
切
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

	

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
含
む
。

ウ	

感
染
症
対
策
に
係
る
一
定
の
要
件
を
満
た
す
医
療
機

	

関
等
や
地
域
の
医
師
会
が
定
期
的
に
主
催
す
る
感
染

	

対
策
に
関
す
る
研
修
に
参
加
し
、
助
言
や
指
導
を
受

	

け
る
こ
と
。

ま
た
、
感
染
対
策
に
係
る
一
定
の
要
件
を
満
た
す
医
療
機

関
か
ら
、
施
設
内
で
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
の
感
染
制
御

等
の
実
地
指
導
を
受
け
る
こ
と
を
評
価
す
る
新
た
な
加
算
を

設
け
る
。

介
護
現
場
に
お
け
る
生
産
性
向
上
の
推
進

論
点

介
護
現
場
に
お
け
る
生
産
性
の
向
上
に
資
す
る
取
組
の

促
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
I
C
T
等
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導
入
後
の
継
続
的
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
※
１
）

の
活
用
を
支
援
す
る
た
め
、
利
用
者
の
安
全
並
び
に
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
及
び
職
員
の
負
担
軽
減
に
資
す
る
方

策
を
検
討
す
る
た
め
の
委
員
会
の
開
催
や
必
要
な
安
全
対
策

を
講
じ
た
上
で
、
見
守
り
機
器
等
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
１
つ

以
上
導
入
し
、
生
産
性
向
上
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
に
基
づ

い
た
業
務
改
善
を
継
続
的
に
行
う
と
と
も
に
、
一
定
期
間
ご

と
に
、
業
務
改
善
の
取
組
に
よ
る
効
果
を
示
す
デ
ー
タ
の
提

供
を
行
う
こ
と
を
評
価
す
る
新
た
な
加
算
を
設
け
る
。

加
え
て
、
上
記
の
要
件
を
満
た
し
、
提
出
し
た
デ
ー
タ
に

よ
り
業
務
改
善
の
取
組
に
よ
る
成
果
が
確
認
さ
れ
た
上
で
、

見
守
り
機
器
等
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
複
数
導
入
し
（
※
２
）、
職

員
間
の
適
切
な
役
割
分
担
い
わ
ゆ
る
介
護
助
手
の
活
用
等
の

取
組
等
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
区
分
を
設
け
る
。

	
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
★
・
地
域
密
着
型
特
定
施
設

	
入
居
者
生
活
介
護
・
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
★
・

	

介
護
老
人
福
祉
施
設
・
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

	

入
所
者
生
活
介
護
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・
介
護
医
療
院

	

短
期
入
所
系
サ
ー
ビ
ス
★
・
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
★
・

	

多
機
能
系
サ
ー
ビ
ス
★
・
施
設
系
サ
ー
ビ
ス

	（
※
１
）	見
守
り
機
器
等
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
は
、
以
下
の
ア
か
ら
ウ
に
掲
げ
る
機
器

		

を
い
う
。

		

ア	

見
守
り
機
器

		

イ	

イ
ン
カ
ム
等
の
職
員
間
の
連
絡
調
整
の
迅
速
化
に
資
す
る
I
C
T
機
器

		

ウ	

介
護
記
録
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
介
護
記
録
の
作
成
の

		
	

効
率
化
に
資
す
る
I
C
T
機
器
（
複
数
の
機
器
の
連
携
も
含
め
、
デ
ー

		
	

タ
の
入
力
か
ら
記
録
・
保
存
・
活
用
ま
で
を
一
体
的
に
支
援
す
る
も
の
に

		
	

限
る
。）

	（
※
２
）	見
守
り
機
器
等
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
複
数
導
入
す
る
と
は
、
少
な
く
と
も
ア

		

か
ら
ウ
ま
で
に
掲
げ
る
機
器
は
全
て
使
用
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
際
、
ア

		

の
機
器
は
全
て
の
居
室
に
設
置
し
、
イ
の
機
器
は
全
て
の
介
護
職
員
が
使
用

		

す
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
ア
の
機
器
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
利
用

		

者
の
意
向
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
、
当
該
利
用
者
の
意
向
に
応
じ
、
機
器
の

		

使
用
を
停
止
す
る
等
の
運
用
は
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

L
I
F
E 

改
訂
の
方
向
性

▼ 

科
学
的
介
護
の
推
進
に
向
け
た
入
力
項
目
の
見
直
し

	
 

及
び
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
充
実
に
つ
い
て

対
応
案

•	

よ
り
質
の
高
い
情
報
の
収
集
・
分
析
を
可
能
と
す
る
こ

	

と
で
科
学
的
介
護
を
推
進
す
る
観
点
、
及
び
、
入
力
負

	

担
を
軽
減
す
る
観
点
か
ら
、
以
下
に
取
り
組
む
こ
と
と

	

し
て
は
ど
う
か
。

入
力
項
目
の
見
直
し

•	

介
護
情
報
基
盤
の
整
備
を
見
据
え
、入
力
項
目
の
定
義

	

の
明
確
化
や
、複
数
の
加
算
で
重
複
し
て
い
る
項
目
の

	

選
択
肢
を
統
一
し
重
複
入
力
を
求
め
な
い
等
、
L
I
F
E

	

の
入
力
項
目
を
見
直
す
こ
と
や
シ
ス
テ
ム
の
利
便
性
向

	

上
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
は
ど
う
か
。

•	

ま
た
、
入
力
項
目
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
入
力
負

	

担
に
配
慮
し
た
上
で
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
充
実
さ
せ

	

る
観
点
か
ら
新
た
な
項
目
を
盛
り
込
む
こ
と
に
つ
い
て

	

も
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
は
ど
う
か
。

デ
ー
タ
提
出
頻
度
の
見
直
し

•	

L
I
F
E
へ
の
デ
ー
タ
提
出
頻
度
に
つ
い
て
、
少
な
く

	

と
も
３
か
月
に
１
回
に
統
一
す
る
こ
と
と
し
て
は
ど

	

う
か
。

•	

同
一
の
利
用
者
に
対
し
て
複
数
の
加
算
を
算
定
す
る
場

	

合
に
、
算
定
す
る
加
算
の
デ
ー
タ
提
出
の
タ
イ
ミ
ン
グ

	

を
統
一
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、一
定
の
条
件
下
で
、

	

初
回
の
デ
ー
タ
提
出
に
猶
予
期
限
を
設
け
る
こ
と
と
し

	

て
は
ど
う
か
。

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
見
直
し

•	

介
護
事
業
所
に
お
け
る
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
推
進
に
向

	

け
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
充
実
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
事

	

業
所
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
お
い
て
は
自
事
業
所
と
平
均

	

要
介
護
度
が
同
じ
事
業
所
と
の
比
較
や
、
利
用
者
別

	

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
置
い
て
は
同
じ
要
介
護
度
の
方
と

	

の
比
較
、
全
国
集
計
値
だ
け
で
な
く
地
域
別
等
の
よ
り

	

詳
細
な
層
別
化
、
複
数
の
項
目
を
ク
ロ
ス
集
計
す
る
こ

	

と
等
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
は
ど
う
か
。

▼ 

L
I
F
E
へ
の
デ
ー
タ
提
出
頻
度
の
見
直
し

	
 （

イ
メ
ー
ジ
）

•	

各
加
算
の
デ
ー
タ
提
出
頻
度
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
利

	

用
開
始
月
よ
り
入
力
を
求
め
て
い
る
加
算
も
あ
れ
ば
、

	

サ
ー
ビ
ス
利
用
開
始
後
の
計
画
策
定
時
に
入
力
が
必
要

	

な
加
算
も
あ
り
、
同
一
の
利
用
者
で
あ
っ
て
も
算
定
す

	

る
加
算
に
よ
っ
て
入
力
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
異
な
り
、
事

	

業
所
に
お
け
る
入
力
タ
イ
ミ
ン
グ
の
管
理
が
煩
雑
と
な

	

っ
て
い
る
。

•	

L
I
F
E
へ
の
デ
ー
タ
提
出
に
つ
い
て
、「
少
な
く
と

	

も
３
か
月
に
１
回
」と
統
一
す
る
。

•	

ま
た
、
同
一
の
利
用
者
に
対
し
て
複
数
の
加
算
を
算
定

	

す
る
場
合
の
デ
ー
タ
提
出
頻
度
を
統
一
で
き
る
よ
う
、

	

例
え
ば
、
月
末
よ
り
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
開
始
す
る
場
合

	

で
あ
っ
て
、
当
該
利
用
者
の
評
価
を
行
う
時
間
が
十
分

	

確
保
で
き
な
い
場
合
等
、
一
定
の
条
件
の
下
で
、
提
出

	

期
限
を
猶
予
す
る
こ
と
と
し
て
は
ど
う
か
。

例	

同
一
の
利
用
者
に
科
学
的
介
護
推
進
体
制
加
算
及
び

	

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
を
算
定

	

す
る
場
合

•	

現
在
、
科
学
的
介
護
推
進
体
制
加
算
は
サ
ー
ビ
ス
利

	

用
開
始
月
と
そ
の
後
少
な
く
と
も
6
月
に
１
度
評
価

	

を
行
い
、
翌
月
の
10
日
ま
で
に
デ
ー
タ
を
提
出
す
る

	

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ

	

ジ
メ
ン
ト
加
算
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
書
策

	

定
月
、
及
び
計
画
変
更
月
に
加
え
、
少
な
く
と
も
３

	

月
に
１
度
評
価
を
行
い
デ
ー
タ
を
提
出
す
る
こ
と
と
な

	

っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
加
算
に
も
A
D
L
を
含
め
同
じ

	

評
価
項
目
が
含
ま
れ
て
い
る
。

•	

こ
れ
ら
の
加
算
の
提
出
タ
イ
ミ
ン
グ
を
少
な
く
と
も
３

	

月
に
１
度
と
統
一
す
る
と
と
も
に
、
例
え
ば
、
月
末
に

	

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
場
合
に
、
科
学
的
介
護
推
進
体

	

制
加
算
の
デ
ー
タ
提
出
期
限
に
猶
予
期
間
を
設
け
る
こ

	

と
で
、
評
価
や
デ
ー
タ
提
出
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
揃
え
る

	

こ
と
を
可
能
と
す
る
。

（※）一定の条件の下で、サービス利用開始翌月までにデータ提出することとしても差し支えない。ただし、その場合は利用開始月は該当の加算は算定できないこととする。

LIFE  改訂の方向性：令和５年11月27日開催 社会保障審議会「介護給付費分科会」資料より
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介
護
人
材
の
処
遇
改
善
等
（
改
定
の
方
向
性
）

▼ 

介
護
職
員
等
処
遇
改
善
加
算
の
イ
メ
ー
ジ

新
加
算（
Ⅰ
～
Ⅳ
）は
、加
算・賃
金
改
善
額
の
職
種
間
配
分
ル
ー
ル
を
統
一
。

（
介
護
職
員
へ
の
配
分
を
基
本
と
し
、
特
に
経
験
・
技
能
の
あ
る
職
員
に
重
点
的
に
配
分
す
る
こ
と
と

す
る
が
、
事
業
所
内
で
柔
軟
な
配
分
を
認
め
る
）

加
算
額
の
配
分
方
法
に
つ
い
て
、

同
じ
年
収
で
あ
っ
て
も
、
一
時
金
で

は
な
く
月
額
賃
金
で
の
改
善
を
促
す

こ
と
で
、介
護
職
員
の
生
活
の
安
定
・

向
上
や
、
労
働
市
場
で
の
介
護
職
種

の
魅
力
の
増
大
に
つ
な
げ
る
。

▼  「新加算Ⅳの加算額の１/２以上の月額賃金の改善」のイメージ

▼ 

職
場
環
境
等
の
改
善
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

介
護
職
員
等
の
確
保
に
向
け
て
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善

の
た
め
の
措
置
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
事
業
所
に
活
用
さ
れ

る
よ
う
に
す
る
観
点
か
ら
、
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
、
介

護
職
員
等
特
定
処
遇
改
善
加
算
、
介
護
職
員
等
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
等
支
援
加
算
に
つ
い
て
、
現
行
の
各
加
算
・
各
区
分
の
要

件
及
び
加
算
率
を
組
み
合
わ
せ
た
４
段
階
の「
介
護
職
員
等

処
遇
改
善
加
算
」に
一
本
化
を
行
う
。
そ
の
際
、
令
和
６
年

度
末
ま
で
の
経
過
措
置
期
間
を
設
け
る
こ
と
と
す
る
。ま
た
、

以
下
の
見
直
し
を
行
う
。

ア	

職
種
間
の
賃
金
配
分
に
つ
い
て
、
職
種
に
着
目
し
た

		


配
分
ル
ー
ル
は
設
け
ず
、
一
本
化
後
の
新
加
算
全
体

		


に
つ
い
て
、
事
業
所
内
で
柔
軟
な
配
分
を
認
め
る
。

イ	

新
加
算
の
配
分
方
法
に
つ
い
て
、
新
加
算
の
い
ず
れ

		


の
区
分
を
取
得
し
て
い
る
事
業
所
に
置
い
て
も
、
一

		


番
下
の
区
分
の
加
算
額
の
１
／
２
以
上
を
月
額
賃
金

		


の
改
善
に
充
て
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
。
そ
の
際
、

		


そ
れ
ま
で
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
等
支
援
加
算
を
取
得
し
て

		


い
な
い
事
業
所
が
、
一
本
化
後
の
新
加
算
を
新
た
に

		


取
得
す
る
場
合
に
は
、
収
入
と
し
て
新
た
に
増
加
す

		


る
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
等
支
援
加
算
相
当
分
の
加
算
額
に

		


つ
い
て
は
、
そ
の
２
／
３
以
上
を
月
額
賃
金
の
改
善

		


と
し
て
新
た
に
配
分
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

ウ	

職
場
環
境
等
要
件
に
つ
い
て
、
生
産
性
向
上
及
び
経

訪
問
介
護
・
訪
問
入
浴
介
護
★
・
通
所
介
護
・
地
域
密
着
型

介
護
・
療
養
通
所
介
護
・
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
★
・
通

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
★
・
短
期
入
所
生
活
介
護
★
・
短

期
入
所
療
養
介
護
★
・
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
★
・
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
★
・
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
★
・
看
護
小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護
・
介
護
老
人
福
祉
施

設
・
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
・

介
護
老
人
保
健
施
設
・
介
護
医
療
院

		


営
の
協
働
化
に
係
る
項
目
を
中
心
に
、
人
材
確
保
に

		


向
け
、
よ
り
効
果
的
な
要
件
と
す
る
観
点
で
見
直
し

		


を
行
う
。

▼ 

職
場
環
境
等
要
件
の
見
直
し
案
（
イ
メ
ー
ジ
）

◆
新
加
算
Ⅲ
・
Ⅳ
（
処
遇
改
善
加
算
に
相
当
）

	

以
下
の
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
以
上（
生
産
性
向

	

上
は
２
つ
以
上
）取
り
組
ん
で
い
る

◆
新
加
算
Ⅰ
・
Ⅱ（
特
定
処
遇
改
善
加
算
に
相
当
）

	

以
下
の
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
２
つ
以
上（
生
産
性
向

	

上
は
３
つ
以
上
う
ち
⑰
又
は
⑱
は
必
須
）取
り
組
ん
で

	

い
る 離

職
防
止
や
、
職
場
環
境
等
要
件
に

基
づ
く
取
組
に
つ
い
て
、

よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
い
く
観
点
か
ら
、
ど

の
よ
う
な
方
策
が
考
え
ら
れ
る
か
。

B資質の向上やキャリアアップに
向けた支援 A入職促進に向けた取組 区分

⑤	

働
き
な
が
ら
介
護
福
祉
士
取
得
を
目
指
す
者
に
対
す
る
実
務
者

	

研
修
受
講
支
援
や
、
よ
り
専
門
性
の
高
い
介
護
技
術
を
取
得
し
よ

	

う
と
す
る
者
に
対
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
、
フ
ァ
ー
ス
ト

	

ス
テ
ッ
プ
研
修
、
喀
痰
吸
引
、
認
知
症
ケ
ア
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
責

	

任
者
研
修
、
中
堅
職
員
に
対
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
の
受
講
支

	

援
等

⑥	

研
修
の
受
講
や
キ
ャ
リ
ア
段
位
制
度
と
人
事
考
課
と
の
連
動

⑦	

エ
ル
ダ
ー
・
メ
ン
タ
ー
（
仕
事
や
メ
ン
タ
ル
面
の
サ
ポ
ー
ト
等
を

	

す
る
担
当
者
）制
度
等
導
入

⑧	

上
位
者
・
担
当
者
等
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
面
談
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア

	

ア
ッ
プ
等
に
関
す
る
定
期
的
な
相
談
の
機
会
の
確
保

①	

法
人
や
事
業
所
の
経
営
理
念
や
ケ
ア
方
針
・
人
材
育
成
方
針
、
そ

	

の
実
現
の
た
め
の
施
策
・
仕
組
み
な
ど
の
明
確
化

②	

事
業
者
の
共
同
に
よ
る
採
用
・
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
・
研
修
の

	

た
め
の
制
度
構
築

③	

他
産
業
か
ら
の
転
職
者
、
主
婦
層
、
中
高
年
齢
者
等
、
経
験
者
・

	

有
資
格
者
等
に
こ
だ
わ
ら
な
い
幅
広
い
採
用
の
仕
組
み
の
構
築

④	

職
業
体
験
の
受
入
れ
や
地
域
行
事
へ
の
参
加
や
主
催
等
に
よ
る

	

職
業
魅
力
度
向
上
の
取
組
の
実
施

具
体
的
内
容　
赤
字
＝
新
規　
青
字
＝
既
存
の
要
件
を
具
体
化
・
明
確
化

現
行
の
特
定
処
遇
改
善
加
算
の「
見
え
る
化
要
件
」に
つ
い
て
、

情
報
公
表
シ
ス
テ
ム
等
で
職
場
環
境
等
要
件
の
各
項
目
ご
と
の

具
体
的
な
取
組
内
容
の
公
表
を
求
め
る

※
⑬
、
⑮
、
㉕
～
㉘
は
項
目
番
号
を
移
動
。

Fやりがい・働きがいの醸成 E生産性向上のための
業務改善の取組

㉕	

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
に
よ
る
職
場
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化

	

に
よ
る
個
々
の
介
護
職
員
の
気
づ
き
を
踏
ま
え
た
勤
務
環
境
や
ケ
ア

	

内
容
の
改
善

㉖	

地
域
包
括
ケ
ア
の
一
員
と
し
て
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
資
す
る
、

	

地
域
の
児
童
・
生
徒
や
住
民
と
の
交
流
の
実
施

㉗	

利
用
者
本
位
の
ケ
ア
方
針
な
ど
介
護
保
険
や
法
人
の
理
念
等
を
定
期

	

的
に
学
ぶ
機
会
の
提
供

㉘	

ケ
ア
の
好
事
例
や
、
利
用
者
や
そ
の
家
族
か
ら
の
謝
意
等
の
情
報
を

	

共
有
す
る
機
会
の
提
供

㉔	

各
種
委
員
会
の
共
同
設
置
、
各
種
指
針
・
計
画
の
共
同
策
定
、
物
品

	

の
共
同
購
入
等
の
事
務
処
理
部
門
の
集
約
、
共
同
で
行
う
I
C
T
イ

	

ン
フ
ラ
の
整
備
、
人
事
管
理
シ
ス
テ
ム
や
福
利
厚
生
シ
ス
テ
ム
等
の

	

共
通
化
等
、
協
働
化
を
通
じ
た
職
場
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
組
の

	

実
施
※
生
産
性
向
上
の
取
組
に
係
る
加
算（
資
料
３
論
点
②
）を
取
得

	

し
て
い
る
場
合
に
は
、「
生
産
性
向
上
の
た
め
の
業
務
改
善
の
取
組
」

	

の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
す
る

※	

小
規
模
事
業
者
は
、
㉔
の
取
組
を
実
施
し
て
い
れ
ば
、「
生
産
性
向
上

	

の
た
め
の
業
務
改
善
の
取
組
」の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
す
る

介護人材の処遇改善等（改定の方向性）：令和５年11月30日開催 社会保障審議会「介護給付費分科会」資料より

E生産性向上のための業務改善の取組 D腰痛を含む心身の
健康管理 C C両立支援・

多様な働き方の推進
⑰	

厚
生
労
働
省
が
示
し
て
い
る「
生
産
性
向
上
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ

	

き
、
業
務
改
善
活
動
の
体
制
構
築（
委
員
会
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

	

の
立
ち
上
げ
、
外
部
の
研
修
会
の
活
用
等
）を
行
っ
て
い
る

⑱	

現
場
の
課
題
の
見
え
る
化（
課
題
の
抽
出
、
課
題
の
構
造
化
、
業
務
時

	

間
調
査
の
実
施
等
）を
実
施
し
て
い
る

⑲	

５
S
活
動（
業
務
管
理
の
手
法
の
１
つ
。
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔

	

・
躾
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
）等
の
実
践
に
よ
る
職
場
環
境
の
整
備

	

を
行
っ
て
い
る

⑳	

業
務
手
順
書
の
作
成
や
、
記
録
・
報
告
様
式
の
工
夫
等
に
よ
る
情
報
共

	

有
や
作
業
負
担
の
軽
減
を
行
っ
て
い
る

㉑	

介
護
ソ
フ
ト（
記
録
、
情
報
共
有
、
請
求
業
務
転
記
が
不
要
な
も
の
。

	

居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
連
携
標
準
仕
様
を
実
装
し
て

	

い
る
も
の
に
限
る
）及
び
情
報
端
末（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
ス
マ
ー
ト

	

フ
ォ
ン
端
末
、
イ
ン
カ
ム
等
）の
導
入

㉒	

介
護
ロ
ボ
ッ
ト（
見
守
り
支
援
、
移
乗
支
援
、
移
動
支
援
、
排
泄
支
援
、

	

入
浴
支
援
、
介
護
業
務
支
援
等
）の
導
入

㉓	

業
務
内
容
の
明
確
化
と
役
割
分
担
を
行
っ
た
上
で
、
間
接
業
務（
食
事

	

等
の
準
備
や
片
付
け
、
清
掃
、
ベ
ッ
ド
メ
イ
ク
、
ゴ
ミ
捨
て
等
）に
つ

	

い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
介
護
助
手
等
の
活
用
や
外
注
等
で
担
い
、
介
護
職

	

員
が
ケ
ア
に
集
中
で
き
る
環
境
を
整
備

⑬	

業
務
や
福
利
厚
生
制
度
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等
の
職
員
相
談
窓
口
の
設

	

置
等
相
談
体
制
の
充
実

⑭	

短
時
間
勤
務
労
働
者
等
も
受
診
可
能
な
健
康
診
断
・
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

	

ク
や
、
従
業
員
の
た
め
の
休
憩
室
の
設
置
等
健
康
管
理
対
策
の
実
施

⑮	

介
護
職
員
の
身
体
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
介
護
技
術
の
修
得
支
援
、
職

	

員
に
対
す
る
腰
痛
対
策
の
研
修
、
管
理
者
に
対
す
る
雇
用
管
理
改
善
の

	

研
修
等
の
実
施

⑯	

事
故
・
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
作
成
等
の
体
制
の
整
備

⑪	

有
給
休
暇
を
取
得
し
や
す
い
雰
囲
気
・
意
識
作
り
の
た
め
、
具
体
的
な

	

取
得
目
標（
例
え
ば
、
１
週
間
以
上
の
休
暇
を
年
に
●
回
取
得
、
付
与

	

日
数
の
う
ち
●
％
以
上
を
取
得
）を
定
め
た
上
で
、
取
得
状
況
を
定
期

	

的
に
確
認
し
、
身
近
な
上
司
等
か
ら
の
積
極
的
な
声
か
け
を
行
っ
て
い

	

る
⑫	

有
給
休
暇
の
取
得
促
進
の
た
め
、情
報
共
有
や
複
数
担
当
制
等
に
よ
り
、

	

業
務
の
属
人
化
の
解
消
、
業
務
配
分
の
偏
り
の
解
消
を
行
っ
て
い
る

⑨	

子
育
て
や
家
族
等
の
介
護
等
と
仕
事
の
両
立
を
目
指
す
者
の
た
め
の
休

	

業
制
度
等
の
充
実
、
事
業
所
内
託
児
施
設
の
整
備

⑩	

職
員
の
事
情
等
の
状
況
に
応
じ
た
勤
務
シ
フ
ト
や
短
時
間
正
規
職
員
制

	

度
の
導
入
、
職
員
の
希
望
に
即
し
た
非
正
規
職
員
か
ら
正
規
職
員
へ
の

	

転
換
の
制
度
等
の
整
備

memo

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
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ペ
ー
ジ
を
参
照
▼
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防
災
部
会

第
１
部
・
第
２
部

渡
嘉
敷
先
生
の
講
義
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

	

講
師	

株
式
会
社
C
o
A
c
t 

代
表
取
締
役

	
	

渡
嘉
敷 

唯
之 

様

	
	

主
任
介
護
支
援
専
門
員
・
介
護
福
祉
士
・
防
災
士

B
C
P
作
成
に
お
け
る
、
疑
問
点
に
つ
い
て
、
グ

ル
ー
プ
内
で
共
有
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
点
に
つ
い
て
は

グ
ル
ー
プ
内
で
各
施
設
で
の
対
応
方
法
等
を
伝
え
、
最
後
に

発
表
し
、
参
加
者
全
員
で
共
有
し
、
解
決
困
難
な
疑
問
に
つ

い
て
、
渡
嘉
敷
先
生
よ
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
こ
の
施
設
も
全
職
員
へ
の
B
C
P
の
周
知
や
備
蓄
の
量
等

に
つ
い
て
悩
ま
れ
て
い
る
様
子
で
し
た
。
周
知
に
つ
い
て
は
、

全
職
員
に
伝
え
よ
う
と
思
う
と
な
か
な
か
大
変
な
た
め
、
所

属
長
・
役
職
者
等
段
階
を
経
な
が
ら
あ
る
程
度
割
り
切
っ
て

周
知
す
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
備
蓄

の
量
に
つ
い
て
は
施
設
の
規
模
に
も
よ
り
ま
す
が
、
大
規
模

災
害
時
に
は
、
備
蓄
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
、
各
施
設

間
で
の
助
け
合
い
・
共
助
が
欠
か
せ
な
い
と
の
こ
と
。
今
回

の
よ
う
な
機
会
に
、
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
切

と
の
こ
と
で
し
た
。

第
３
部

	

情
報
交
換

	

令
和
6
年
3
月
末
ま
で
の
経
過
措
置
に
つ
い
て

B
C
P
の
策
定
、
認
知
症
介
護
基
礎
研
修
の
受
講
等
、
来

年
3
月
ま
で
に
各
事
業
所
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
各
事
業
所
の
進
捗
状
況
の
確
認
や
質
問
等

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。
今
回
は
他
の
老
健
施
設

の
現
状
に
つ
い
て
、
防
災
・
B
C
P
に
限
ら
ず
、
様
々
な
情

報
交
換
が
で
き
ま
し
た
。
多
く
の
施
設
が
す
で
に
外
国
人
技

能
実
習
生
を
受
入
れ
て
い
る
等
、
人
材
確
保
に
は
苦
慮
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
来
年
の
診
療
報
酬
、
介
護
報
酬
及
び
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
の
同
時
改
定
に
つ
い
て
の
動
向
等
、
注

目
す
べ
き
点
に
つ
い
て
は
皆
同
じ
で
、
今
後
の
対
応
方
法
の

確
認
等
の
為
に
も
、
各
事
業
所
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
は

と
て
も
大
切
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

 

研
修
後
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果（
一
部
）

　
　

 

※
参
加
17
施
設　
25
名
よ
り
回
答

●
研
修
内
容
を
下
記
の
項
目
で
評
価

	

良
く
で
き
た
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

20

	

理
解
で
き
な
い
個
所
も
あ
っ
た
…
…
５

	

理
解
で
き
な
か
っ
た
……
…
…
…
…
…
…
０

	

良
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

22

	

普
通
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

	

悪
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
０

	

良
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

20

	

普
通
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５

	

悪
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
０

	

長
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

11

	

適
切
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

14

	

短
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
０

●
満
足
度
を
高
め
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス

•	

動
画
、
映
像
等
を
利
用
し
た
方
が
分
か
り
や
す
い
と
思

	

っ
た
。

•	

困
っ
て
い
る
事
を
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
そ
れ

	

に
対
応
し
た
回
答
が
あ
っ
た
ら
良
か
っ
た
と
思
う
。

•	

B
C
P
の
作
成
段
階
の
違
う
施
設
が
集
ま
る
こ
と
は
利

	

点
で
も
あ
る
が
、
同
レ
ベ
ル
の
方
々
が
集
ま
る
会
も
必

	

要
と
思
う
。

●
今
後
、
防
災
関
連
で
参
加
し
た
い
研
修

•	

富
士
山
の
こ
と
に
つ
い
て

•	

自
家
発
電
機
を
実
際
に
取
り
入
れ
た
事
例
。
良
か
っ
た

	

点
等

•
防
火
管
理
者
の
役
割
、
心
構
え
の
研
修

•
感
染
症
中
心
の
B
C
P

•
水
害
関
連
の
訓
練

•
B
C
P
に
関
す
る
研
修
、
訓
練
の
具
体
的
な
進
め
方

●
感
想
等

•	

K
J
法
を
含
め
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
他
施
設
と
の
交

	

流
が
で
き
、
研
修
だ
け
で
な
く
非
常
に
良
い
時
間
を
過

	

ご
せ
た
。

•	

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
良
い
が
、
直
接
顔
を
合
わ
せ
た
研
修

	

の
方
が
、
他
施
設
の
方
と
の
会
話
が
し
易
く
て
良
い
。

•	

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
あ
り
、
情
報
交
換
も
で
き
た
の
で

	

良
か
っ
た
で
す
。

久
し
ぶ
り
の
集
合
研
修
と
な
っ
た
防
災
部
会
で
す
。

地
震
B
C
P
の
基
本
か
ら
の
風
水
害
B
C
P
へ
の
活
か
し

方
、
併
設
さ
れ
て
い
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
と
の
整
合
性
に
つ
い
て

教
え
て
い
た
だ
き
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
県
内
他
老
健
の

皆
様
と
情
報
交
換
を
行
い
、
非
常
に
良
い
刺
激
を
受
け
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
出

来
る
の
は
、
や
は
り
対
面
な
ら
で
は
の
良
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

​

立
地
も
リ
ス
ク
も
B
C
P
の
出
来
具
合
も
そ
れ
ぞ

れ
違
う
参
加
施
設
の
中
、
研
修
後
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
、
１
０
０
点
満
点
中
、
92
・
6
点
と
い
う
非
常
に

満
足
度
の
高
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
施
設
に
持
ち
帰

り
、
今
後
の
災
害
対
策
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

渡
嘉
敷
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た

皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

渡嘉敷氏の講義と
グループワークの風景

グループワークの発表風景

80%80%88%88%80%80%56%56%

理解度講師説明配布資料研修時間

今
か
ら
で
も
間
に
合
う
！

B
C
P
策
定
‼

もくせい会館富士ホール
10:00 〜 16:00

令
和
5
年
10
月
27
日（
金
）

主
催　
入
野
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

	

介
護
老
人
保
健
施
設
こ
み
に

●
満
足
度
１
０
０
点
満
点
で
評
価

	

最
高　
１
０
０
点

	

平
均　
92
・
６
点

	

最
低　
75
点

プ
ロ
グ
ラ
ム

	

①	

講
義　
地
震
B
C
P
の
基
本
、
風
水
害
へ
の
展
開
、

	
	

併
設
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
B
C
P
と
の
整
合
性

	

②	

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク（
課
題
の
共
有
）

	
	

⇩ 

講
師
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

⇩ 

個
人
ワ
ー
ク

	

③	

情
報
交
換　
令
和
6
年
3
月
末
ま
で
の
経
過
措
置

	
	

に
つ
い
て（
1
時
間
程
度
）
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リハビリテーション部会

第
１
部

講
演　
今
求
め
ら
れ
る
人
・
チ
ー
ム
と
は

第
２
部

	

情
報
交
換
会
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

日
頃
、
業
務
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
施
設
間
で
共
有
・
相
談

す
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
講

師
で
あ
る
藤
田
裕
光
先
生
が
二
部
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
も
あ
り
、
講
演
を
交
え
て
の
意
見
交
換
や
助
言
を
い
た
だ

く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

•	

新
入
職
員
と
の
接
し
方
、
教
育
に
つ
い
て

•	

注
意
喚
起
の
方
法

•	

他
職
種
と
の
連
携
に
つ
い
て

•	

リ
ー
ダ
ー
自
身
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

•	

生
活
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て

•	

実
際
の
業
務
に
つ
い
て

	

　
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

●
ま
と
め

今
回
の
リ
ハ
部
会
で
は
、
教
育
現
場
か
ら
の
お
話
を
聞
く
機

会
を
持
つ
こ
と
で
チ
ー
ム
に
変
化
を
も
た
ら
し
、
チ
ー
ム
作
り

の
強
化
を
図
る
事
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
か
ら

こ
の
よ
う
な
形
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

部
会
を
通
じ
て
、
日
々
の
業
務
で
の
悩
み
や
課
題
に
つ
い
て

は
職
種
や
業
種
関
係
な
く
、
共
通
の
悩
み
や
課
題
で
あ
る
こ
と

を
再
確
認
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
人
と
の
関
わ
り

や
チ
ー
ム
だ
け
で
な
く
、
他
職
種
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
勉

強
・
参
考
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
他
の
業
務
や
取
り
組
み
に
も
反

映
や
還
元
し
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
・
対
象
者
様
の
生

活
の
質
の
向
上
に
繋
が
っ
て
い
け
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

令
和
5
年
11
月
30
日（
木
）

主
催　
あ
み
・
萩
の
里

オンライン形式

教
育
現
場
か
ら
問
い
か
け
る
こ
れ
か
ら

今
求
め
ら
れ
る
人
・
チ
ー
ム
と
は

18
施
設
か
ら
34
名
以
上
が
参
加

2
部
構
成
で
開
催

プ
ロ
グ
ラ
ム

	

①	

第
1
部　
講
演　
講
師 

藤
田
裕
光 

様

	

②	

第
2
部　
情
報
交
換
会
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

	
	

内
容	

業
務
の
中
で
の
悩
み
や
課
題
、
取
り
組
み	

	
	

な
ど
の
情
報
交
換

講
師	

浜
松
市
立
北
星
中
学 

校
長

	

藤
田 

裕
光 

様

上：第一部　藤田氏の講演　/　中央・下：第二部の情報交換会（グループワーク）の風景

こ
れ
ま
で
中
学
校
教
諭
で
の
経
験
だ
け
で
な
く

高
等
学
校
教
諭
や
野
球
部
指
導
で
の
経
験
を
基
に

現
在
の
社
会
や
教
育
現
場
に
つ
い
て
、
ま
た
、
過

去
か
ら
現
在
ま
で
の
移
り
変
わ
り
や
こ
れ
か
ら
に

つ
い
て
も
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

チ
ー
ム
の
鎖
の
強
さ
は
弱
い
部
分
で
決
ま
る
の
で
、

協
力
し
て
鎖
を
強
く
し
て
い
く
こ
と
で

チ
ー
ム
と
し
て
も
強
く
な
る

根
拠
・
知
識
を
持
つ

•エネルギーを奪わない
•上から眺めない
•あれもこれもしない
•すぐに答えをいわない
•あわてない

武
器
や
長
所
を
見
つ
け
、

伸
ば
し
て
い
く

リーダーとしてリーダーとして

マネジメントとリーダーシップは

バランスが大切

社
会
は
変
わって
も
人（
子
供
）の
本
質
は
変
わって
お
ら
ず
、

社
会
が
求
め
る
人
間
像
が
変
わっ
た
。

想
像
力
・
発
想
力

想
像
力
・
発
想
力

手段と目的が大切で
手段が目的にならないように
手段と目的が大切

人と接する仕事の原点

気・目・声
感・勧・汗
気・目・声
感・勧・汗

遠慮ではなく

配慮配慮3かけ3かけ
反
社
会
的
よ
り
非
社
会
的
傾
向

理
論
と
実
践

理
論
な
き
実
践
は
盲
目

実
践
な
き
理
論
は
空
虚

理
論
と
実
践
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栄
養
部
会

質
疑
応
答
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

「
普
段
聞
け
な
い
疑
問
を
聞
い
て
す
っ
き
り	

し
よ
う
・
顔
見
知
り
に
な
っ
て
今
後
に
生
か
そ
う
」

一
人
職
場
で
悩
み
や
相
談
事
を
聞
く
相
手
が
居
な
い
管
理
栄

養
士
も
ま
だ
ま
だ
多
く
、
今
回
は
日
頃
聴
く
こ
と
が
で
き
な
い

相
談
や
疑
問
を
解
決
し
顔
見
知
り
に
な
っ
て
も
ら
え
る
場
を
提

供
し
た
く
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
設
け
ま
し
た
。

気
軽
に
疑
問
を
問
い
か
け
ら
れ
る
仲
間
を
作
り
情
報
を
得
る

事
は
重
要
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
交
流
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

数
年
を
少
し
ず
つ
取
り
戻
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
流
れ

を
つ
か
み
時
代
に
沿
っ
た
対
応
で
利
用
者
様
に
還
元
し
食
生
活

支
援
を
今
後
と
も
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
え
る
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
久
保
田
様
・
杉
本
様
・

参
加
者
の
皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

認
知
度
ア
ッ
プ
の
た
め
に

栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

静岡県総合福祉会館
シズウェル

令
和
6
年
1
月
30
日（
火
）

主
催	

お
お
ひ
ら

	
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
池
田
の
街

第
１
部

	

栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と 

	

そ
の
活
用
に
つ
い
て

	

講
師		

公
益
社
団
法
人
静
岡
県
栄
養
士
会 

副
会
長

		

久
保
田　
美
保
子 

様

静
岡
県
内
に
は
16
の
認
定
栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
存

在
し
、
施
設
と
併
設
・
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
中
設
置
さ
れ
て
い

た
り
す
る
所
も
あ
り
ま
す
。
栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

事
務
局
に
相
談
が
入
る
と
内
容
・
場
所
に
適
し
た
担

当
者
を
選
定
し
、
地
域
で
の
集
会
や
職
場
な
ど
で
の

講
演
会
・
医
療
福
祉
施
設
か
ら
在
宅
へ
移
っ
た
後
の

訪
問
型
の
食
支
援
な
ど
様
々
な
場
面
へ
紹
介
を
行
っ

て
い
ま
す
。
静
岡
県
栄
養
士
会
が
目
指
す
栄
養
ケ
ア
・
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
今
ま
で
と
今
後
を
聞
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

26
施
設
か
ら
26
名
が
参
加

2
人
の
講
師
を
お
招
き
し
て
開
催

プ
ロ
グ
ラ
ム

　
① 

第
一
部
講
演　
講
師 

久
保
田
美
保
子 

様

② 

第
二
部
講
演　
講
師 

杉
本
尚
子 

様

③ 

質
疑
応
答
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

公
益
社
団
法
人
静
岡
県
栄
養
士
会
は
、
管
理
栄
養
士
・
栄

養
士
か
ら
な
る
専
門
職
能
団
体
で
す
。

栄
養
士
会
は
全
国
47
都
道
府
県
に
あ
り
、
ひ
と
つ
に
な
っ
て
日
本

栄
養
士
会
を
構
成
し
て
い
ま
す
。
静
岡
県
栄
養
士
会
は
、
そ
の
ひ
と

つ
と
し
て
活
動
し
、
先
輩
や
仲
間
た
ち
に
よ
っ
て
社
会
的
な
活
動
や

栄
養
士
自
身
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
活
動

を
続
け
県
民
の「
美
味
健
康
」を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。公

益
社
団
法
人
静
岡
県
栄
養
士
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋

第
２
部

	

在
宅
の
栄
養
ケ
ア
・
食
支
援 

	

栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
で
き
る
こ
と

	

講
師		

機
能
強
化
型
認
定
栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
る	

	
	

	

責
任
者

		

杉
本 

尚
子 

様

ま
だ
ま
だ
栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
自
体
の
認
知
度
も
低

く
、
在
宅
医
療
に
お
け
る
算
定
も
多
職
種
の
1
0
0
分
の
1

程
度
し
か
算
定
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
。「
食
事
指
導
で
は

な
く
今
は
治
療
の
段
階
」「
好
き
な
も
の
を
食
べ
て
い
た
い
」な

ど
食
事
支
援
は
後
回
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

在
宅
で
の
介
護
に
管
理
栄
養
士
が
介
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
食
事
形
態
の
確
認
や
調
理
の
助
言
・
現
在

の
食
事
の
改
善
点
な
ど
を
提
案
す
る
事
が
可
能
で
す
。

日
頃
の
実
例
を
基
に
、
管
理
栄
養
士
が
在
宅
へ
介
入
す
る
事
で

Q
O
L
の
向
上
や
多
職
種
と
の
連
携
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
な
ど
を
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

今
後
、
在
宅
看
介
護
が
増
え
て
い
く
中
で
の
需
要
の
高
ま
り

が
予
想
さ
れ
る
中
で
の
課
題
や
解
決
す
べ
き
問
題
は
あ
り
ま
す

が
、
実
際
の
対
象
者
様
本
人
・
ご
家
族
の
声
を
聴
く
と
や
は
り

必
要
不
可
欠
で
整
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
物
で
あ
る
と

実
感
し
ま
し
た
。

「
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
は
ど
こ
に
い
る
の
か
分

か
ら
な
い
」
と
い
う
声
を
解
決
す
る
た
め
に
、

地
域
に
密
着
し
た
栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
存
在
が
あ
る
。

し
か
し
地
域
の
方
・
管
理
栄
養
士
・
多
職
種
の
認
知
度
が

低
く
知
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
課

題
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
取
り
組
み
と
実

際
の
現
場
の
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
も

日
頃
の
疑
問
を
話
し
合
い
有
意
義
な
部
会
と
な
り
ま
し
た
。

栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

認
知
度
ア
ッ
プ
で
、

管
理
栄
養
士
、
栄
養
士
を

必
要
と
し
て
い
る
人
に
つ
な
げ
る
！

質疑応答・グループワークの風景

在
宅
医
療
の
食
事
支
援
は

利
用
者
様
の

Q
O
L
が
向
上
す
る
！
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 第１回

看護 · 介護部会研修会
講
師	

浜
松
医
科
大
学 

医
学
部
看
護
学
科

	

臨
床
看
護
学
講
座 

教
授

	

鈴
木 

み
ず
え 

先
生

	

認
知
症
の
行
動
・
心
理
症
状（
B
P
S
D
）に
は

	

理
由
が
あ
る

	
	

不
適
切
な
状
況
が
あ
り
、

	
	

心
身
の
痛
み
や
苦
痛
が
あ
る
と
い
う

	
	

認
知
症
の
人
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

令
和
５
年
度 

第
１
回
看
護
・
介
護
部

会
研
修
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
に
て
開
催

し
、
当
日
は
県
内
19
の
施
設
よ
り
オ
ン
ラ

イ
ン
に
て
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
パ
ー

ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
ド
・
ケ
ア
」と
題
し
て
、

浜
松
医
科
大
学
の
鈴
木
み
ず
え
先
生
に
講

師
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

浜松医科大学 HP

	

妄
想
……
…
…
…
…
…
…
も
の
を
盗
ま
れ
た

	

幻
覚
……
…
…
…
…
…
…
い
な
い
人
の
声
が
聞
こ
え
る

	
	

実
際
に
な
い
も
の
が
見
え
る

	

暴
言
……
…
…
…
…
…
…
大
き
な
声
を
あ
げ
る

	

治
療
・

	

ケ
ア
の
拒
否
…
…
…
点
滴
や
着
替
え
等
を
嫌
が
る

	

徘
徊
……
…
…
…
…
…
…
歩
き
回
る

認知症の行動・心理症状
Behavioral and Psychological 

Symptoms of Dementia
(BPSD)

パ
ー
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
ド
・
ケ
ア
と
は

▼ 

認
知
症
高
齢
者
を
理
解
す
る

•	

認
知
症
と
診
断
さ
れ
て
も
そ
の〝
人
〟
が
変
わ
る

	

わ
け
で
は
全
く
な
い
。

	

記
憶
障
害
や
実
行
機
能
障
害
に
よ
っ
て
、

	

今
ま
で
、
出
来
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
不

	

安
を
感
じ
、
自
信
を
喪
失
し
な
が
ら
も
、
懸
命
に
生
き	

	

て
い
る
。

•	

認
知
症
の
人
の
行
動
心
理
症
状（
B
P
S
D
）
は
認
知
症

	

の
人
の
苦
痛
や
苦
悩
の
表
現（D

istress Behaviors

）。

	

チ
ャ
レ
ン
ジ
行
動（
訴
え
か
け
る
行
動
）。

•	

パ
ー
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
ド
・
ケ
ア
の
視
点
で
ア
セ
ス
メ

	

ン
ト
し
、
認
知
症
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
よ
う
に
ケ
ア
す

	

る
こ
と
で
、
病
院
が
安
心
で
き
る
場
所
と
実
感
し
て

	

穏
や
か
な
生
活（
Q
O
L
向
上
）
を
送
る
こ
と
が
で

	

き
る
。

•	

認
知
症
は
高
度
に
発
展
し
た
現
代
社
会
に
お
け
る
人
類

	

が
最
期
ま
で
人
と
し
て
尊
厳
を
も
っ
て
い
か
に
生
き
る

	

か
の〝
挑
戦
〟で
も
あ
る
。

•
専
門
職
は
加
齢
や
認
知
機
能
の
障
害
を
体
験
し
て
い
な

	

い
。
認
知
症
高
齢
者
か
ら
ど
う
工
夫
す
れ
ば
生
活
支
障

	

な
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
か
、

	

〝
生
活
の
障
害
を
学
ぶ
姿
勢
〟が
必
要
で
あ
る
。

認
知
症
高
齢
者
を
一
人
の〝
人
〟
と
し
て
尊
重
し

て
そ
の
人
の
視
点
や
立
場
に
立
っ
て
理
解
し
、
ケ
ア

を
実
践
し
よ
う
と
す
る
認
知
症
ケ
ア
の
理
念
。

認知症の人の行動や症状は、５つの要素からなる。

「
愛
」を
中
心
と
し
た
重
な
り

合
う
５
つ
の
要
素
が
満
た
さ

れ
る
と
、
心
理
的
に
落
ち
着

い
た
心
地
よ
い
状
態
に
な
る
。

共
に
あ
る
こ
と

他
の
人
に
価
値
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

て
、
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
、
共
に
楽

し
も
う
と
感
じ
る
こ
と
。

た
ず
さ
わ
る
こ
と

自
分
の
能
力
を
使
っ
て
、
そ
の
人
に

と
っ
て
意
味
の
あ
る
や
り
方
で
活
動
に

関
わ
る
こ
と
。

く
つ
ろ
ぎ

不
安
を
減
ら
し
て
、
や
す
ら
ぎ
・
安
心

感
を
も
た
ら
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ

と
。

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

自
分
が
ど
の
よ
う
な
人
生
を
送
り
、
ど

の
よ
う
に
し
た
い
の
か
を
思
い
出
し

て
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活
を
す
る

こ
と
。

愛
・
結
び
つ
き

人
が
不
安
な
と
き
に
親
し
い
人
と
の

絆
、
結
び
つ
き
、
交
流
、
信
頼
な
ど
を

高
め
る
こ
と
。

	

私
た
ち
の
ケ
ア
で
認
知
症
の
人
は	
	

よ
い
状
態
に
も
な
る
し
、	
	

よ
く
な
い
状
態
に
も
な
る

よ
く
な
い
状
態

•

絶
望
・
非
常
に
強
い
怒
り

•

深
い
悲
し
み

•

不
安
・
恐
れ
・
退
屈

•

身
体
的
な
苦
痛

•

不
快
感

•

身
体
が
緊
張
し
て
い
る

•

混
乱
・
動
揺
・
無
気
力

•

力
の
あ
る
人
に
抵
抗
で
き

　
な
い

よ
い
状
態

•

喜
び

•

楽
し
さ
を
表
す

•

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る

•

ユ
ー
モ
ア
が
あ
る

•

自
分
を
い
う

•

他
の
人
と
話
を
す
る

•

他
の
人
に
愛
情
を
示
す

•

様
々
な
感
情
を
表
現
す
る

•

人
の
役
に
立
と
う
と
す
る

い
わ
ゆ
る
B
P
S
D
・

認
知
症
の
緩
和

身
体
的
疾
患
の
回
復
・

在
宅
復
帰

人
間
性
の
回
復

い
わ
ゆ
る
B
P
S
D
の

増
加
・
認
知
症
の
悪
化

A
D
L
低
下
・

身
体
疾
患
の
悪
化

令
和
６
年
３
月
５
日（
水
）

主
催	

三
方
原
ベ
テ
ル
ホ
ー
ム

	

萩
の
里

介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る

パ
ー
ソ
ン・セ
ン
タ
ー
ド・ケ
ア

オンライン形式
15:00 〜 1630

くつろぎ
（やすらぎ）

愛・結びつきたずさわること

共にあること アイデンティティ
（自分が自分であること）

今
回
は
、
パ
ー
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
ド
・
ケ
ア
の
概
念
に
基

づ
き
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
認
知
症
高
齢
者
の
行
動
・
心

理
を
理
解
す
る
こ
と
で
心
理
的
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
個
人
の
価

値
を
低
め
る
行
為（
P
D
）
か
ら
個
人
の
価
値
を
高
め
る
行
為

（
P
E
）
へ
の
転
換
に
よ
り
、
心
理
的
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
、
人

と
し
て
い
き
い
き
と
そ
の
人
ら
し
く
生
活
す
る
こ
と
が
で

き
、
B
P
S
D
と
呼
ば
れ
る
行
動
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に

も
大
き
く
影
響
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
浜
松
医
科
大

学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
様
々
な
ツ
ー
ル
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

※
当
日
は
事
務
局
の
不
手
際
に
よ
り
、
映
像
等
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
申
し
訳
あ
り
ま

　
せ
ん
で
し
た
。
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月日 研修名 内容 備考

随時 	幹事会

5月17日 	通所リハビリ部会 	主催：ゆうゆう、ひろみ

5月中旬 	2024年度定期総会 	2023年度事業報告、歳入歳出報告、
	決算報告2024年度事業計画案、歳入、歳出予算案 書面表決

8月 	相談員・
	ケアマネ部会研修会 	主催：みゆきの苑、安寧の郷

9月 	リハビリ部会研修会 	主催：梅名の里、平安の森

10月 	防災部会 	主催：こみに、入野ケアセンター

10〜 11月予定 	研修会① 	沖縄県立中部病院 高山 義浩 先生　講演

11月14日・15日 	第35回全国老人保健施設大会 岐阜 事務局

12月 	栄養部会研修会 	主催：おおひら、ケアセンター池田の街

12月予定 	研修会② 	ICT の活用に向けて（仮）

12〜 2月予定
実務者連絡会にて 	研修会③ 	（株）ASK梓診療報酬研究所

	「介護報酬改定のその後について（仮）」

1月 	看護・介護部会研修会 	主催：三方原ベテルホーム、萩の里

2月予定 	職員研修発表会

3月 	機関誌部会 	担当：ヒューマンライフ富士、ユニケア岡部

※オンラインでの会議および研修はCisco Webex を使用する予定

令和 6 年度
静岡県老人保健施設協会年間計画 令和 5 年度

静岡県老人保健施設協会《各職域部会・研修会開催状況》事業報告
月日 研修名 内容 備考

5月25日（木）
　　26日（金） 第18回東海・北陸ブロック老健大会 静岡（主催） 会場参加：414名

オンデマンド申込数：55

6月26日（月） 幹事会 定期総会資料について オンライン開催

7月24日（火） 2023年度
定期総会

2022年度事業報告、歳入歳出報告、決算報告
2023年度事業計画案、歳入、歳出予算案

日程（7月24日）は
書面表決締切日

10月27日
（金） 防災部会 今からでも間に合う！ BCP 策定！！ 参加者数：30名

11月30日
（木） リハビリ部会 教育現場から問いかけるこれから

～今求められる人・チームとは～ オンライン申込数：27

12月2日（土） 第一回研修会
令和5年度感染症対策研修会
高齢者施設におけるCOVID-19 の療養と
感染対策の考え方

静岡県慢性期医療協会・
静岡県老人福祉施設協議
会との共同開催
会場参加：39名
オンライン申込数：75

12月14日
（木） 第二回研修会 2024年介護報酬・診療報酬同時改定における

老健施設の方向性と経営対応 オンライン申込数：76

12月14日
（木） 幹事会

①	東海北陸ブロック事務担当者会議の報告
②	各部会の進捗状況
③	物価高騰対策および介護現場で勤務する職員
	 の処遇改善に関する要請活動について
④	次期役員改選について

オンライン

令和6年
1月30日（火） 栄養部会

「栄養ケア・ステーションとその活用について」
「在宅の栄養ケア・食支援～栄養ケア・ステーショ
ンにできること」

参加者数：28名

3月5日（火） 看護・介護部会 『介護老人保健施設におけるパーソン・センター
ド・ケア』 オンライン申込数：17

                                                                                               ※オンラインでの会議および研修はCisco Webex を使用

memo memo
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医療法人社団 真仁会
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社会医療法人 駿甲会

社会医療法人 駿甲会

社会医療法人 駿甲会
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社会福祉法人 茗翠会
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介護老人保健施設の
理念と役割

「理念」
介護老人保健施設は、利用者の尊厳を守り、安全に配慮しながら、

生活機能の維持・向上をめざし総合的に援助します。
また、家族や地域の人びと・期間と協力し、安心して自立した在宅生活が続けられるよう支援します。

「５つの役割と機能」
包括的ケアサービス施設

利用者の意思を尊重し、望ましい在宅または施設生活が過ごせるようチームで支援します。
そのため、利用者に応じた目標と支援計画を立て、必要な医療、看護や介護、リハビリテーションを提供します。

リハビリテーション施設
体力や基本動作能力の獲得、活動や参加の促進、家庭環境の調整など生活機能向上を目的に、
集中的な維持期リハビリテーションを行います。

在宅復帰施設
脳卒中、廃用症候群、認知症等による個々の状態像に応じて、他職種からなるチームケアを行い、
早期の在宅復帰に努めます。

在宅生活支援施設
自立した在宅生活が継続できるよう、介護予防に努め、入所や通所・訪問リハビリテーションなどのサービスを
提供するとともに、他サービス機関と連携して総合的に支援し、家族の介護負担の軽減に努めます。

地域に根差した施設
家族や地域住民と交流し情報提供を行い、さまざまなケアの相談に対応します。
市町村自治体や各種事業者、保健・医療・福祉機関などと連携し、地域と一体となったケアを積極的に担います。
また、評価・情報公開を積極的に行い、サービスの向上に努めます。

静岡県老人保健施設協会
西山ウエルケア 内

〒432-8001 静岡県浜松市西区西山町411-2
TEL.053-485-5500　FAX.053-485-6130

www.rouken-shizuoka.jp


